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余暇教育に関する基礎的研究

都市中学生の生活金よびスポーツ意識の実態
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くように方向づけられなければならない。従って，

余暇教育とは，単(iL，余暇やレクワエーション K
研究の動機と目的

関する理論のみ，あるいはいわゆるレクリエーシ近年のめざましい技術革新の進展は，人間疎外

人間ョン活動の技術のみを教えるものではなく，的な諸状況を生じる一方で，余暇を増大させてき

の生きがいや生活のプランニyグまでも含めた生た。それKともない，遊びゃレクリエーションの

活(特κ余暇生活を中心にした)教育と考えられ振興K対する関心が高まり，遊び場や施設の充実，

る。このよう(iL，余暇教育を広く，生活教育ない指導者の養成，余暇ないしレクリエ ション教育

し指導と考える場合，それはどの機関が分担し，の必要性などが指摘されている。この内，施設や

また一つのまとま?たものとして扱われる必要が指導者の問題は，客体的条件の充足であるのに対

あるのかという問題が派生してくる。まず，学校

教育K目を向けると，現行の制度の中では，余暇

教育は独立した領域としては行われておらず，各

して，余暇教育の問題は，主体の啓発K関するも

のである。これらはいずれも重要な問題であるが，

本小論は特K余暇教育の問題をとりあげること K

各の教科どと K関連ある問題がとり扱われ，特別する。

活動特Kクラブ活動や行拳がその重要な場になフ余暇教育は，各人の現在の余暇の充実のための

「生活」を学ぶ

という立場から生活教育が提唱され，学校(特に

教科)と生活の断層を行事でもってつなぐ「行事

ている。戦後のわが国において，教育，とりわけその貧困な余暇活動をL、かK打開

するかという現実的必要性と，生涯教育，特κ成

単元」が注目された。それは，教科と教科外活動，

ひいては地域の活動をも統一し，学校教育全体で

人への準備教育の必要性の二面から要請されてき

発これらを教育のー領域として考える以上，た。

どんな内容を達段階K応じて(シークェンス)， 

そもョて生活教育を行うという構想であったが，(スコープ)教えるかが検討されなければならな

「文

化」や「科学」を教えるものであるという教科観

の確立とともに崩壊していった。そしていま，教

の後，指導要領の国家基準化や，各教科は，ぃ。つまり，人聞にと?て余暇ないしレクリエー

ション生活を充実させることの意義やその必要牲

を学び(目的)，それを達成するための内容(具

員の勤務時間の問題とも関連して，学校教育が最

低行うべき役割や範囲は何かが検討され，クラブ

活動や休暇中の行事のあり方が大きな問題Kなっ

ている。また，一方では，生涯教育の構想の下(iL，

体的Kはいろいろな余暇活動の技術やそれを行う

態庶Kついての学習が考えられる。)に精通し，

その方法やその活動なり生活の評価が考えられな

さら(iL，対象の身体的，精神的，ければならない。

社会教育とりわけ社会体育の振興が真けんに問わ

れるよう Kなり，公共機関のみならず民間の音楽
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社会的発達に応じて，活動自体や余暇やレクリエ

ーシ g ンK対する意識が質的K深まり発展してい



2. 511寺聞が多く，休日は1.5 - 2時聞が多く，全

体K休日の方が少なくなっているが，休日は全然

やらないものと非常に長時間行うものと多様K分

散している。「塾やけいこの時間Jは，行ってい

る者では 1-1.5時間のものが多いが，休日は

行かない者の割合が増えている。なお，学校のク

ラブ活動は 1- 2時間のものが多いようである。

以上みてきたよう1'(.都市中学生の生活では，

週日と休日の過し方が異ヲており，休日は週日の

睡眠不足を補?たり，余暇活動志向の傾向が強く

なョている。また，週日の生活では，授業も含め

て勉強K ウェイトがかけられており，それはテレ

ビの視聴時間が長いこととあわせて，睡眠時間へ

のしわょせとなヲてあらわれている。

2. 都市中学生の余眼活動の実態

このような週日と休日の生活の仕方の違いは，

余暇活動K どのように反映しているであろうか。

まず，週日，休日ともにテレビをあげる者が多い

ことが注目されるが，その割合は，週日では男子

81.1'11.女子 79.3係，休日では男子 63.6'11.

女子 67.9'111'(なっている。休日の方が割合が低

くなョているのは，テレビ以外の活動が活発Kな

ョているからと恩われる。また，テレピ以外Kラ

ジオを聴く者が増えている(男子 24.0'".女子

11.9'11)のは，最近の傾向である。よく視るテ

レピ番組では，男子ではスポーッ，マンガ，クイ

ズ，西部劇，女子ではホ ムドラマ，歌謡曲など

の娯楽的なものが多くな?ている。しかし，京都

と比べると，報道番組を視る率が高く，万才落語

の割合が低くなっていることがめだ宮ている。テ

レビ，ラジオ以外Kついてみると，週日の活動で

は.(¥)読書(男子 25.3'11.女子 30.1婦) .マン

ガ(男子 7.5 '11.女子 8.1 '11) . (2)レコード鑑賞

(男子 7.5 '11 .女子 9.0係).ピ 7 ノ(女子 9.2 

'11) . (3)昼寝(男子 5.9 '11) .休憩，ポンヤ"す

る(男子 5.4 '11 .女子 5.5 "')など，家庭内で個

人の行う静的な活動がめだっている。小学生が，

キャ vチポーノレ，パザトの素振り，パトミントン

などのスポーツ的な活動，動植物の世話， トラン

プ，プラモデル，囲碁将棋など多様な活動をして

いたことからすれば，中学生の週日の余暇活動，

特K身体的な活動は貧困だといえる。一方，休日

に行う活動は多様K分散しており，都市の特徴と

思われるシヨザピソグ(男子 28.7'11.女子 51.0 

'11) .およびサイク 11ング(男子 22.9'11). キ

ャ 9 チポール(男子 19.4 '11) .パトミントン，

バレー(女子 23.1'11)などのスポーツ的活動，

レコード鑑賞(男子 23.8'11.女子 29.0 '11 )が

多くな?ている。小学生が旅行，水泳，動物関，

博物館，映画，観劇，スポーツ観戦など，出かけ

て観る活動を多くあげていたの K比べて，自ら行

う活動が多くな?ている。これに対して，休暇の

活動の主なものは，旅行(男子 57.9 '11 .女子

57.4'11). 田舎へ行く(男子 37.8 '11 .女子36.8

"')や，海水浴(男子 42.8'11.女子 38.2'11).

登山，つり(男子 28.1係).キャンプ(男子

18.2'11.女子 10.3 '" )などの野外活動である。

以上のことから，週日の余暇活動は，テレピや家

庭内で行われる静的な活動Kとどまり，休日，休

暇でいわゆる趣味やスポーツ的な活動が行われて

いることがわかる。次1'(.これらの活動の行われ

方をみると，生活計画を「休暇時のみたてる」と

いう者が多い(男子 44.6'11.女子 57.8係)こ

とを反映して，休暇の活動では r前から計画し

ていた」もの(男子 68.0係，女子 59.1 '" )や

「行事」として行われるものが多い。しかし，一

方では. r急K思いついてJ行ったという者が，
男子1'(34.1'11.女子1'(20.7'11いることが注目さ

れる。また. r行事」の内では， r学校の行事や

タラプ活動」で行ったものが，男子 29.1'" .女

子 35.8 '11おり，学校の特別活動の占める割合が

大きくなっていることが認められる。性別では，

全体の生活の計画をたてている者は，女子の方に

多い。次いで，それらの活動を一緒K行う人Kつ

いてみると，週日の活動では個人で行う者が多い

ことは前述した通りであるが，休日の活動では，

「一人で行う J(男子 74.2 '11 .女子 45.5 "') • 
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やスポーツなどの塾や教室，サークノレなども年々

活発Kなりつつある。さら1'(，親子の断絶や青少

年の非行化の問題とも関連して，家庭教育の機能

とは何かが問われている。このようI/L，学校教育，

社会教育，家庭教育すべてを含めて，教育とは何

かが問いなおされようとしている現在，その一環

として，生活教育ないし生活指導としての余暇教

育のあり方を検討することは意義あることと恩わ

れる。そのためKは，まず，現実の余暇生活の実

態やその問題点を整理し，今後それらをどのよう

K余暇教育として方向づけていくかの視点を検討

する必要がある。(一方では，人間存在ないし生

活の理想像への哲学的教育的アプローチも必要で

あることはいうまでもないが……) そこで，本

小論では，今後の余暇教育を検討する視点を導く

ことを目的として，以下都市中学生を対象Kした

実態調査K基いて考察をすすめることにする。こ

こで，都市中学生を対象Kしたのは，先I/L発表し

た「都市児童の遊戯の実態調査 J(日本レクリェ

ージョン研究会編『リクリェーション研究』第 6，

7合併号 197 1年 3月)の継続研究としてで

ある。

n.研究方法

1. 実態調査について

実態調査は，次のように行ヲた。

(tl調査方法 質問紙法によるアンケート調査

(2)調査期日 昭和 45年 11月下匂

(3)調査対象 中学 1， 2年生，男女

計 2，06 2，名

内訳

所在地 学校名 男子 女子

東 尽 武蔵野 1中 97名 87名

3中 120 85 

4中 292 222 

5申 63 61 

(計) 572 455 

尽都 二条中学 363 190 

上京中学 243 239 

(計) 606 429 

計 1，1 78名 884名

ここで，東京と京都の中学校を凄んだのは，先

の小学校の実態調査で，居住濠境(住宅，団地，

商業，工業の地区別)の影響が大きいことがわか

ったが，今回はさらにそれを拡大して，最近都市

開発や人口移入が顕著であるいわゆる新しい都市

(武蔵野市)と比較的伝統的な!日い都市である京

都市の比較を試みたからである。ここでは，武蔵

野市を中心K考察し，関連あるもののみ小学校と

比較し，また特K新しい都市的傾向の著しいもの

のみ京都と比較した。

(4) 調査内容

広く中学生の生活実態やスポーツや遊びK対す

る意識について調査しているが，主な内容は，①

身体的社会的発達，②生活構造，③余暇活動，④

クラブ活動，⑤塾やおけいこどと，@スポーツ意

識についてである。

2. 考察の視点

これらの調査結果を考察するにあたっては，特

I/L， (t)J:t学生の発達的特性， (2)都市化現象， (3)教

育的価値との関連を留意した。

まず第-1'(，中学生の発達的特性をみると，身

体的K著しい発達を示す時期であり， r体格につ

いてみると，女子はほとんど成人の状態に近い発

達を示し，男子は女子よりやや遅く，まだ発達の

途上である。一方，体力や運動能力では，男女と

も著しい発達をみせ，特I/L筋・神経系の協応能力

と呼吸循環機能はほとんど成熟の域K達しており，

筋力はまだ発達しつつある時期であるJJいわれ
る。従って，この時期Kは身体活動が重視されね

ばならず，しかも， r小学校期のような遊戯的運

動よりも，スポーツのような競争を併う激しい運

動に興味と関心を示すよう Kなり，連動技能Kつ

いても程度の高いものを求めるよう Kなる」とい
2) 

われるように，スポーツが重要な位置をc:!J.めるこ

とKなる。また，精神的Kは，児童期の子どもら

しさから青少年期のおとならしさへの移行を示す

時期である。自己意識が強くなり b 家族よりも友

人関係が重みをもつよう Kなり，組織的集団的活

-3ー



動が可能になる。その意味で，クラプ活動や休暇

申の行事などの集団活動が重視されなければなら

ない。

第二は.経済の高庶成長，技術革新の進展とと

もK社会や国民の生活が急激K変化したが.それ

らが中学生の生活Kどのよう K反映しているかの

問題である。最近中学生も含めた青少年問題とし

て注目されているものt'(，体力の低下や肥満児の

問題，心身の発育の加速化現象Kともなう性や非

行化の問題，政治活動の問題などがある。このよ

うな問題が生じる背景として，過度の受験準備教

育，モータリゼーションや交通の発達，遊び場の

不足など欲求不満や運動不足を生じる要因や，テ

レピ・雑誌・マンガなどマスコミュニクーシ g ン

の発達による刺激過剰，大衆消費社会・レジャー

ブームと呼ばれる社会の風潮やモラルの低下，夜

が遅く朝が遅い都市型の家庭生活や過保護な家庭

教育などの都市化現象が考えられる。このような

問題と関連して，中学生の生活の全体構造，特に

毎日の生活時間や休日・休暇の活動との関係の実

態が明らかKされる必要がある。

第三は，教育的価値の面からの考察であるが，

これは主t'(，今後の余暇教育の方向づけを考える

視点Kなる。人間形成や全面発達Kおけるスポー

ツや音楽をはじめとする余暇活動の位置づけや価

値を明確Kし，発達段階K応じた指導が試みられ

なければならな1.'0 この問題と関連して，スポーツ

ツや遊びに対する意識の実態が問われる。

以上の 3つの視点K照らして， (ll生活の構造

(2)余暇活動， (3)クラブ・サークル活動， (4)スポー

ツ意識Kついて，以下考察をすすめる。なお，本

小論では，これらの全体的傾向を概観することを

主なねらいとし，次報で各々の領域について詳細

に検討する予定である。

E・結果の考察

1. 都市中学生の生活構造

都市中学生の生活構造の最も大きな特徴は，週

日と日曜・祭日などの休日との生活の仕方の相違

である。週自において日の生活の申で最もウ

エイトを占めているものをみると，第一位は，男

女とも約半数が I芋校の勉強」をあげ， 次いで 30 

'1>近くが「クラブ活動」をあげている。第三位は，

男子では「家の内外での遊びJ，女子は「家での

勉強J，第四位は三位の逆，五位Kは「学習塾」

があが予ており，全体的Kは，勉強Kウエイトが

かか 9 ていることがわかる。一方，休日の過し方

をみると， r勉強の日 Jと答えるもの男子 8.9'1>， 
女子 9.2 '1>はどく少なく， r競味や遊びの日」
(男子 73.8'1>，女子 65.9'1>) ， r片づけたり休
息する日J(男子 33.4'1>，女子 53.4'1>)， r友

だちゃ家族と過す日 J~てな司でおり，週日と休日

の過し方が区別されていることが明らかである。

東京で「趣味や遊びの日」が第一位Kあげられた

のK対して，京都では低率であり rふだんと同
じJ，r家族主過す日」が高率を示しているのは，
大きな違いである。これを生活時間でみると， r睡
眠時間」はじめ「テレビの視聴時間 J，rその他
の遊びの時間 J，r手伝の時間」は，全体K週日
に比べて休日の方が長くなヲており， r勉強時間J

は逆に減少している。生活領域どとの時間の特性

をさらに詳しくみると， r睡眠時間」は，小学生
K比べてかなり短く，週日では 8時間以下のも

のが 36 '1>を占めており，休日ではこれを補うか

たちで 10時間以上のものが男子 48.6'1>.女子

36.3'1>t'(な司ている。「テレビの視聴時間Jも

小学生κ比べると短くな?ているが，週日では 1

-3時間の者が多レの K対して，休日では 3-5

時間のものがかなりの率を占めている。「その他

の遊びの時間」は 1- 1. 5時間という者が 33 

- 3 5 '1>で最も多いが，小学生の男子の 4 1 '1>が

戸外で 3時間以上遊んでいたのに比べて，かなり

少なくなっている。また，テレビを除くと遊びの

時間なしというのが，男子 9.6'1>，女子 8.4'1>い

ることが注目される。「手伝の時間」は時間

以下(男子の 33. 6婦は「なし」と答えている〉

というものが多く，休日はその時間がやや長くな

っている。一方， r勉強時間Jは，週日では 2-
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「学校の友人J(男子 65.5%.女子 51.7%)家

族全員，兄弟姉妹，父母など家族と行うものがめ

だっている。性別では，男子は「一人Jで行う者，

「学校の友人Jと行う者の率が高く，女子はどち

らかといえば「家族」と行う者が多い。一方，休

暇中の活動では. r一人」で行う者は少なく，

「学校の友人」や「家族」との活動が多L、。小学

校と比べると. r近所の友だち」の占める率が低

くなり，また京都K比べても低率であ?て，地域

的なつながりがうすくな 9 ていることがわかる。

また，その活動を行う場所を比較的余暇活動の多

く行われる休日 Kついてみると r自分の家や庭」

をあげる者の割合が高く(男子 71.2%.女子

72.8%). 次いで，小学生ではみられなかヲた

「商業施設J(男子 39.7% .女子 30.8係)がめ

だ予ている。反対K.r広場や空地J.r公園や
遊園地」を利用する者の割合は減少している。こ

れは，一面では，中学生の利用できる広場や公園

が数少ない状況を反映していると考えられる。

要するに，中学生の余暇活動の実態では，特K

遡日では身体的活動が不活発であり，今後，比較

的余暇活動志向的な生活がなされている休日と，

計画的組織的活動が可能な休暇の余暇活動の方向

づけが検討される必要があろう。

3. 都市中学生のクラプ・サーク j¥，活動

中学生の発達段階では，友人関係や集団活動が

重要な位置を占め，また，週臼の活動でクラブ活

動Kウェイトをおいているものが二番目 κ多いこ

とを指摘してきた。いま，武蔵野市の学校のクラ

ブ活動への加入率をみると. 9 8 %でほとんど全

員が参加しており，申でも浮動クラブK所属する

者が多い。(男子 74.8%.女子 63.9%).この

ことは，中学生Kとョてスポーツが欠くことので

きない活動であり，しかも学校の授業やクラプ以

外Kは週8Kほとんど身体活動が行われていない

ことからすれば，運動クラフ・への参加が高率であ

ることは，高く評価されてよい。運動クラプ員と

文化部員の生活を比較してみると(クラプ不参

加者が少をいので，ととでは文化部員と比較した)

次のような特徴がみられる。健康状態(身体状態)

では，文化部員の方K.r朝礼時などK貧血や気

分が悪くなるJ.r運動時K息ぎれやどうきがす
るJ.rねんざをしやすいJ.r疲労しやすいJ.

「病気やゅううつになりやすいJ.r食欲不振で

ある」という者の割合が高く，運動クラブ員の方

が健康状態Kすぐれている。特K.男子Kその傾

向がはっきりでている。生活時間では大差はみら

れないが，女子Kおいて運動クラブ員の方がや L

睡眠時間が長く，勉強時聞が短くな?ている。余

暇活動に関しては，週日の活動では，男子は運動

クラプ員の方が「テレピ・ラジオ J.rレコード
鑑賞J.rあそび」の率が高く，文化部員の方が
「勉強」や「読書」の率が高くな?ている。女子

では，運動クラブ員の方が r勉強J.rテレビ」
の率が高く rレコード鑑賞」や「ピアノ」は文
化クラブ員の方がや』高くなフている。また，休

日の活動では，運動クラブ員K，スポーツの試合

(男女)，ポ リング，キヤマチポール，水泳

(男子).サイクリング，バレー，パトミントン

(女子)など身体的活動を行う者の率が高くなヲ

ていることが注目される。また，友人関係Kつい

てみると， r親友JK恵まれているものが男女と

も運動クラブ員K多く，しかも， rクラブ活動」
を通して親友になヲた者の割合が多い。以上みて

きたよう κ，運動クラブ活動は，生徒の健康状態

や友人関係Kよい効果を与えており，また，運動

クラブ員と文化クラブ員の生活K大差がないこと

から，運動のやりすぎKよる幣警はあまりみられ

ないと考えられる。これκ対して，文化クラブ員

では，身体的活動がほとんど行われていないこと

Kついての対策が検討されなければならない。し

かし，一方では，運動クラプ員の内，男子 12.3

%，女子 15.8%が，練習にほとんどあるいは全

然参加していない，いわゆる名Bクラブ員である

ことに目が向けられなければならない。しかも，

選手や一般クラブ員のクラプK対する不満や希望

事項が，施設や運営や指導の仕方K関するものが
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多いのに対して，これらの名目クラブ員は全体K 展していくことが期待できる。また，現在「熱中

不満が多く，特I'1:r自分のやりたいクラブがないJ. している趣味活動がある」と答えるものは，男子

「能力K応じた役割を与えてほしいJ.rよい仲 65.6必，女子 49.5婦である。その活動種目は，

聞がいないJ.rテレビやマンガをみる方が楽し 蒐集，スポーツ，音楽など非常K多様であり，そ

いJ.r運動クラブK入?ていると自分のしたい の継続期間は 1- 3年以内 3-5年以内のも

ことができない」など個人的な不満の率が高くな のが高率であるが 5年以上のものが男子 20係，

ーており，また. r楽しく仲よくや A ていくよう

にしたい」と希望するものが多い。最近，このよ

うな集団活動Kよる教育的効果を無視して楽しめ

ばよいという傾向や，一方では勝敗第一主義的，

選手中心主義的なクラプ運営の傾向が強くな 4 て

いることから，改めて，クラプ活動の理念や運営

の仕方を検討していかなければならないであろう。

次1'1:.学校のクラプ活動以外の地域や民間のサ

ークル，塾・おけいこ教室への参加の状況をみる

と，学習塾を除くとあまり活発ではない。スポー

ツ関係の塾や教室への参加状況も低率であるが，

男子の方が全体K参加率が高くその種目も多様で

ある。また，学校の運動クラブ員と文化クラプ員

の参加率の比較では，前者(男子 25 t/J. 女子

12.8係)の方が後者(男子 18 ~.女子1. 4 ~ ) 

より高くな?ている。その他のおけいこどへへの

参加は，ピアノ(2 0係)をはじめ，女子の方が

多くな?ている。また，地域の活動では，小学校

で「子ども会」が約 60 t/Jの参加で活発であ?た

のK比べて，中学校では不活発である。このよう

な地域や民間のサークル活動は不活発とはいえ，

近年徐々 K伸びており，社会体育振興方策と相ま

ヲて，今後ますます発展していくことが予想され

る。学校のクラブ活動が教育活動の一環として行

われるのK対して，個人が加入するこれらの活動

は，趣味的レクリェーション的性格の強いものと

いえる。上述の塾やおけいこどとへの参加の理由

をみると，小学生では. r将来役にたつためJ.

「上手K念PたいためJが多(.また京都では，

「成績向上のため」をあげるものが最も多かった

のに対して，東京の中学生が「好きだから」とい

う理由をあげている者が多い。

とのととは，趣味や生涯のレクリエーショオ舌動へ発
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女子 15.5 ~いることが注目される。このように

継続期聞が長いことは，一方で，熱中している趣

味活動をもたないものとの差が大きいことを意味

し，今後もたない者の対策が急がれる。

以上，学校のクラプ活動やそれ以外のサークノレ

活動の実態についてみてきたが，学校のクラブ活

動を除いては全体に低調であり，今後の発展が望

まれる。特1'1:.学校の運動クラブκ入っていない

者の身体活動が貧困であるごとについては，検討

する必要がある。

4. 都市中学生のスポーツ意識について

ι止中学生の段階で，スポーツの重要性が認められ
るにもかかわらず，学校の運動クラブの活動を除

いては，ほとんど行われていないことを指摘して

きた。しかし，実際には活動していないとはいえ，

彼らはスポーツや遊び K対して，旺盛な興味と健

全な意識をも?ている。どんなスポーツや遊びが

好きかという質問K対して. r自由の中Kもきち
んとしたルールがあり，いわばルールの中での面

白きを味わうようなスポーツ J(男子 62.6 ~. 

女子 65.9.~) • rサ甲カーや陸上競技のような

自分の能力を出しつくして競いあえるスポーツJ

(男子 50.1t/J .女子 34.7 ~)など，カイヨワの

いう「アゴーン」への志向が，アレア(r宝くじゃ
トランプオ トレースのような勝敗が全くわか

らない運命を天Kまかせるようなスポーツ J). 

イ 1Iンクス(r高速道路をオートパイで爆音をた
てて疾走したり，ゴーゴーで狂気したり 7イス

スケートで回転するなどスリルを味わ?たりめま

いを感じる遊び J). "クリー(r映画スターが
ある人の役割を演じたり，仮装行列のよう K自分

以外のもののまねをしたり，プラモデルをつくっ



たりするととJ)的なもの，及び「スポーツはもと

もと遊びであるから，勝手気まま K自由 K行える

ようなものが好きだ」という「パィディ 7J的な

ものに比べて，非常K高率Kな?ていることが注

目される。このことは，実際Kやってみたい活動

として. rサヴカー，パスタ叩ト，パレー」など

の7 ゴーン的な要素が強く，しかも集団で行うも

のが多く望まれていることからも裏付けられる。

また，スポ ツのよいところ(価値)I'Cついてき

いたところ. r体を丈夫KするJ. r意志を強く
する」など目的的なもの(男子 52.3~. 女子 58.9

~)が. rスカヲとするJ. r楽しL、」などの感
覚的なもの(男子 39.5~. 女子 37.8 係)より高

率κなっている。また，スポーツの試合で大切な

点として，男女とも「正々堂々と真面目 K行うこ

とJ• r苦しさK負けずにがんばること」など，
個人の態度が高く評価され，ついで，協力やチー

ムワーク，先生やコ チの技術的注意を守ること

があがり rルールぎりぎりの範囲であらゆる方
法を使って戦う j という勝敗第一主義的な考えは

低く評価されている。このことは，中学生はスポ

ーツや遊びのもつ競争性に強い関心を示すととも

に，それらを非常Kまじめなものとして位置づけ

ているといえる。このこと自体は，教育的にみて

望ましいことであるが，生活の中でスポーツ活動

を楽しむという意識や態度をいか K啓発するかは

今後の課題として残される。

lV. まとめ

以上，都市中学生を対象とした実態調査を(1)生

活構造.(2)余暇活動.(3)クラブやサークル活動，

(4)スポーツ K対する意識の 4つの側面から概観し

てきた。考察の結果，明らかになョた点は次のよ

うなものであり，それらは余暇教育のあり方を今

後検討していく際，十分K考慮きれなければなら

ない問題だと考えられる。

(1) 発達的課題から身体活動や友人関係が重視

され，また，現代社会特K都市化現象との関連

では，個人の主体的活動の必要性が痛感される。

その意味で今後クラブ・サークル活動としてのス

ポーツの振興が重要な課額となるであろう。(学

校のクラブK限らなL、) そこでは，体力の向上

や運動欲求の充足のみで訟く，望ましい友人関係

や生活の楽しみを味わうことが期待される。

(2) 休暇や地域の活動に関連して述べると，都市

的環境の中で失われたものの回復や自主的活動の

経験を求めて，十分な指導の下I'C.キャンプなど

の野外活動を行ヲたり，奉仕活動などの社会との

つながりをも?た活動を振興することの必要性が

痛感される。

(3) 生活構造の実態から，受験勉強をはじめとす

る勉強，クラブ活動などKよ?て週日はゆとりの

ない生活Kな?ているのに加えて，テレビやラジ

オの視聴時間が長いことが余椴活動の貧困の大き

な要因であ?た。そして，それは，休日の睡眠時

間の増加や余暇活動志向的な生活Kよ?て補足調

整されていた。このことから生活を計画的K行う

こと Kよ?て，主体的K余暇活動ができる時聞を

生み出すとともI'C.いわゆる「生活のきりかえJ

をうまく行ヲて，余暇時間を楽しむ態度を確立し

ていくよう方向づけていくことが大切であると思

われる。これは，特I'C.長期休暇の生活指導にお

いて考慮されるべき問題であろう。

(4) 以上のことから，余暇教育は，学校教育，家

庭教育，社会教育から広く検討されなければなら

ないことが明らかである。学校教育では，原則と

して全員参加の活動の指導を行うべきであるので，

活動の基本的技術ぞ計画や運営のし方を主Kとり

扱うことになろう。社会教育関係では，学校のク

ラブ活動が徐々に地域や民間の活動K移行してい

くと予想されることから，従来のエリ 7 ・サ ヴ

イスやプログラム・サーヴィス K加えて，クラブ

の紹介や適性の相談などのカウンセラ一的なサー

グィスやクラブの助成などが要請される。また，

家庭Kおいては，家族の規律ある生活やそれKよ

ヲて生じる余暇を主体的な活動で楽しめるようI'C.

家族全員がとりくむことが必要であろう。特I'C.

休日・休暇の活用は，これからの大きな問題と思
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われる。また，中学生の段階では，完全に自立し

て行動させることは，放任になりやすく，やはり

家庭での教育をおろそかにできないであろう。休

暇などの活動Kおいて，家族旅行の計画を中学生

K計画させたり，友人との活動の責任の所在を明

確Kさせるよう指導することなどが，その一例と

して考えられる。

(5) 以上のような都市中学生の生活やスポーツ意

識の実態から提示された問題点をふまえて，今後

余暇教育を構造的Kとらえ，プログラムやカ 1Iキ

ュラムの問題を具体化していく作業が残される。

本小論では，主に被教育者である都市中学生の諸

問題をとりあげたが，これを教育する側，つまり，

教育委員会(社会)一教師(学校)一両親(家庭)

の諸条件の検討も今後の大きな課題である。中で

も，教師の果すべき役割や指導能力は，重要な問

題と思われる。

(文責弘中栄子)

1).2) 文部省[""中学校指導書 保健体育

編J 昭和 45年 5月，東山書房
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レクリエーションbよぴゲームに対するイメージの分析

ーと〈 κH労組レクリエーション・リーダーの事例を中心κー

I 研究の目的

νクリエーションが，地域・企業あるいは，い

ろいろ左団体で取bあげられ，われわれの生活に

定着してきたかのようκみえる。しかし，現実K

どれだけ生活化され，実践されているかというこ

とに在ると，左か念かその実態を把握するととが

むずかしい。レクリエーション活動を，現場で普

及し，指導する立場KあるものKとっては，参加

者が果してどの程度κν クリエーションを認識し，

どれだけ実践経験があるのだろうか，という ζ と

が常κ気に念るととろである。

その実態を把握する方法として，レクリエーシ

ョン意識κ関する各種の調査や研究が，従来まで

数多〈行念われてきた。しかし実践するととに意

義があるレクリエーション活動K:t;-加ては，単K

レクリエーション意識が高いからといって，必ず

しも実践度が高いというととには念らない。す念

わち，人が行動を起す場合は，客観的念事実や環

境，あるいは論理的κ秩序だてて行動するという

主bも，その人自身が，主観的κ抱いているイメ

ージκ影響されて行動する ζ とが多いといわれて

いるからであろう J1) したがって，人の行動κは，

イメージの把握が，か~!'J重要念ものとなって〈

る。

ζ のよう念 ζ とから考えあわせると，レクリエ

ーション活動κbいて.参加する人たちが，直観

的にどん念イメージを抱いているかという ζ とに

よって，活動そのもりの受けと b方や行動様式が，

大きく変って〈るものと考えられる。と〈にグル

ープグーム念どの指導場面fCt;-いては，グームの

客観的意義の認識以上t(，個々が抱いているグー

東海大学高橋和敏

ムに対するイメージによって，グームに対する参

加の程度が違って〈るものと忠われる。

上記のよう念前提から， ζの研究は，個人の意

識というよ Pも，その個人の意識下Kある要因を

採り出そうとして，イメージを分析するととをね

らいとしている。そ ζ で，その手がか Pのひとつ

として，わが国のエうにグループ・レクリエーシ

ョン活動が，大き念役割りをに念っている現在.

多〈のレクリエーション・リーダーが養成されて

いる ζ とから，レクリエーション・リーダ一自身

が抱いているイメージが，果してどんなものであ

るかを知ろうとするととに焦点をあわせた。つ"!

!'J ，リーダーが抱いているイメージによっても.

その指導内容や方法が異念ってくるとと.さらに

それによるレクリエーション活動の普及・生活化

が，大¥r>t(影響されるであろう ζ とが容易K推測

されるからである。

今回は，労働組合の文化活動のひとつとして，

レクリエーション・リーダー養成講習会κ，はじ

めて参加し，リーダーとしての教育を受けようと

いうものκ対して，レクリエーションなよびグー

ムのイメージを調査し，どん~イメージを抱いて

いるかという ζ とを知ると共K:，男女差などの分

析をしようとしている。

E 研究の対象

H労働組合青年婦人部主催のレクリエーション

・リーダー養成講習会の参加者 11 9名を対象と

した。参加者は全国から集ま!'J，年令は 19才

から 26才までの男女である。

イメージの分析Kあたっては， ζの中から無作

為に男女各 30名を抽出し，とれら 60名を分析
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の対象とした。

表 1は，対象の年令構成をあらわしたものであ

9 .男子の平均年令は 22. 2才，女子の平均年令

は 2O. 3才と走っている。また対象者のすべてが，

独身男女である。

表 1 年令構成および平均年令

性別 男闘 女個 計樹
年令

19才 1 2 1 2 

20才 4 7 1 1 

21才 8 5 1 3 

22才 6 3 9 

23才 5 2 7 

24才 4 1 5 

25才 3 3 

計 30 30 6 0 

平均年令 22..2才 20.3才

E 研究の方法と内容

1 実施方法

各種イメージ測定法のある中で「自由連想法J

を採用した。以下はその方法である。

(1)刺激語 レクリエージョン，ゲーム

(2)時間各2分

(3) 解答方法用紙記入法

(4) 制 限反応語を名詞&よび形容調。

単語とした。

(5) 期日 1972年 2月

養成講習会初日のオリエンテーション終了後

ただちκ記入用紙を配布し，テスト方法を説明

し実施した。はじめtcrレクリエーション」を
刺激語として黒板K書き rζのととばについ
て，浮かんで〈る ζ とばを，できるだけ多〈書

〈ζ とJ:J:，>よび「連想を次々と発展させるので

は念<.いつも刺激語についての連想をする ζ

と」について特K注意した。
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第 1のテス・ト終了後は約 3分〈らいの聞をと

ってから第 2のテストに移った。

イメージ測定法のうち「自由連想法」は，も

っとも素朴念方法であ 9.結果の分析には，手

間と客観的側面では問題があるκせ.1:.複雑念

イメージ現象が，単的tc生き生きと描き出せる
(2) (3)(4) 

という観点から.あえて採用した。

2 分析内容

(1) 反応語の傾向分析

Rapaport.D.石川，倉石(5)左どに主る反

応分類を参考として，次の5項目の反応、κ分

類した。 ζれを第 3反応需までについて検討

した。す念わち.(a)感情反応.(b)叙述反応，

(c)種目反応.(d)共在反応.(e)印象反応とした。

とれらκあらわれる反応傾向について，レク

リエー γ ョンとグームの違い，男女の違いを

検討する ζ とκよって，一般に直観的Kどの

よう左ものが，印象として残るかを知9.指

導tc:J:，>いての重要度のある留意点を見出す手

がかbを得ょうとした。

(2) イメージの一般傾向

単純tc.どん左イメージを抱いているかを

知る ζ とから.レクリエーションb よびグー

ムについて，一定の分類傾向が見出ぜるかを

検討した。

(3) ふたつのイメージの比較

レクリヱーションのイメージから，個人が，

グームκついてどのようなイメージをもって

いるかを，クロスさせ，その関連性を検討し

た。と Ocゲームを指導する場合，同じゲー

ムといっても，その内容はすとぶる多岐Kわ

たるので，ゲームの受けと b方Kよって，導

入方法の違いを明らかI'Cさせる必要のあると

と，またレクリエーシヨン活動の種目の選択

にあたっての指導念どへの留意点，方法念ど

を導き出す手がかbを得ょうとしたととをね

らっている。



N 結果孝子よび考察

表 2.表 3 .表 4$>よび表 5は，それぞれ個人

が反応したものをあらわしたものである。

表 2 レクリエーシヨンのイメージ〈男〉

第 I 反応 第 2 反応 第 3 反応

I キャンプ なわとび ポーリング

2 集 会 う た る ぞ ぴ

3 あ ぞ び 友 だ ち f1." L〆 A 

4 る そ び ポーリ Y グ キャンプ

5 休 養 旅 行 キャ Y プ

6 ハイキング 体育大会 パレーポール

7 f1." ン A ハイキング 男 女

8 る ぞ び ポーリ Y グ 交 流

9 車 山 あ ぞ び

] 0 る ぞ び 選 動 ポーリング

1 1 あ ぞ び Jミ キ ドライブ

1 2 グ ム 余 暇 休 暇

1 3 ハイキング ポーリング f1." 手〆 A 

1 4 る そ ひ' A キ キャ Y プ

1 5 る ぞ び 楽 し み 野 原

1 6 あ ぞ び 金 野 原

1 7 アオークダンス サ-9 JV ハイキング

1 8 ハイキ y グ 交 際 f1." シ〆 3ミ

1 9 あ そ び バテンコ 競 馬

2 0 F ラ プ ハイキング ポーリング

2 1 あ そ び 行 動 楽 し み

2 2 ハイキ y グ ポーリ y グ ドライプ

2 3 ハイキング う 免 f1." ユ〆 3ミ

2 4 グ ム f1." ン A う た

2 5 山 海 楽 し み

2 6 女 あ -t び 楽 し み

2 7 楽 し み グ ム グループ

2 1.1 あ そ び 男 女 グループ

2 9 あ ぞ び 親 陸 イ中 関

30 雑 談 グ ム 一
E・E・...1.....-.
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表 5 レクリエーシヨンのイメージ〈女〉

第 E 反応 第 2 反応 第 3 反応

I 話 し グ ム う た

z あ ぞ び ポーリ y グ 卓 球

3 あ ぞ び キャンプ リーダー

4 楽 し み 愉 快 グ " . 
5 楽 し み る ぞ び 勉 強

6 あ ぞ び ハイキング 楽 し み

7 自 由 和 焚 流

8 f1." ユ〆 ス 楽 し み あ ぞ び

9 あ ぞ び ピクニック 交 流

1 0 活 動 ズ ム 集 会

1 1 楽 し み あ ぞ び グ ム

1 2 山 海 ハイキング

1 3 う た 声 笑 レ、 楽 し み

1 4 あ ぞ び 友 だ ち グ ム

1 5 あ ぞ ひ' トランプ 友 だ ち

1 6 あ ぞ び 訟もちゃ ，、イキング

1 7 グ ム 体 操 グループ

1 8 サークル あ ぞ び 友 だ ち

1 9 あ ぞ び 楽 し み イ中 主 し

2 0 友 輪 イ中 間

2 1 楽 し み '愉 快 笑 い 声

2 2 る ぞ ぴ 健 康 7ifークダンス

2 3 る ぞ び f1." ニ〆 3ミ ハイキング

2 4 運 動 フョ1-9ダンス 友 だ ち

2 5 楽 し み f1." ユ〆 3ミ ポ-9 ;yグ

2 6 喜b ぞ ひ' イ中 間 友 情

2 7 運b そ び 娯 楽 笑 レ、

2 8 ハイキング ポーリ Y グ 人

2 9 <!> ぞ び リーダー f1." シ' A 

3 0 う た 7if-9 f1.";yス ズ ム



表4 ゲームのイメージ〈男〉 表 5 ゲームのイメージ(女〉

第 1反応 第 2 反応 第 3反応 第 1反応 第 2 反応 第 3 反応

1 楽 し み る ぞ び 金 1 輪 投 げ 鬼どっ ζ か〈れんぼ

2 野 球 ".. y ス ポーリ y グ 2 バテ y コ イ中 間 人 間

3 トラ:/ 7. 花 札 ポーリ Y グ 3 手 拭 手 運 動 着

4 野 球 ポーリ Y グ バレーポール 4 楽 し み 顔 めか〈し

5 あ ぞ び ギャ Y プル トラ y プ 5 あ ぞ び 東 京 体 操

6 トラ Y プ 花 札 テ '" 3ミ 6 あ ぞ び グループ

7 罰 金 あ ぞ び 7 位 リ l〆 罰

8 あ そ び 勝 負 楽 し み 8 
，、. ズ ..... カ J1レ f) トラ y プ

9 和 金 E警 負 9 ポーリ Y グ レクリエー・ンョン X ポーヴ

1 0 楽 し み 参 加 勝 負 1 0 あ ぞ び つなが b 楽 し み

1 1 双 4ノ、. 囲 碁 将 棋 1 1 楽 し み トランプ 走

1 2 室 内 カ ..... f) マージャ Y 1 2 膨 負 罰 ア方ークダンス

1 3 ポーリ Y グ 卓 球 1 3 イ中 間 あ ぞ ぴ トランプ

1 .. あ そ び ポーリ y グ 野 球
1 " 
あ そ び 友 だ ち 楽 し

1 5 星b ぞ び 楽 し み 勝 負 1 5 楽 し み 友 だ ち 勉

1 6 花 札 スロットλJマシン 男 女 1 6 乗 物 機 会 笑 ヤミ

1 7 ポーりング ハ Y ドポール 1 7 笑 ν、男 女 部 屋

1 8 パテ y コ トラ Y プ ギャンプル 1 8 あ そ び 人 々 友 だ ち

1包 パテンコ 競 馬 逮 動 会 1 9 楽 し み f中 よ し 7~ークダンス

20 トランプ マージキン 2 0 あ そ び トランプ カ }¥〆 f) 

2 1 者b ぞ び 楽 し み 友 だ ち 2 1 ドキドキ 音 楽 し み

2 2 ジヤンク Y b 手 玉 トランプ 2 2 トラ Y プ う た 7 7 イヤー

2 3 ポ-9:/グ バチンコ トラ y プ 2 3 カ ..... f) トランプ 正 月

2 .. トランプ カ ..... f) 双 4ノ、. 2 .. 鬼どっ ζ 椅子と b トランプ

2 5 野 球 }¥〆 ..... スポーツ 2 5 笑 ν、騒 ぎ る ぞ び

2 6 勝 負 金 騒 音 2 6 時 問 金 関つぶし

2 7 双 -ノL、 ".. 二〆 3ミ ポーリング 2 7 勝 負 競 争 部

2 8 友 だ ち 楽 し み リーダー 2 8 ジャ Y クン 足 ポ Jレ

2 9 あ ぞ び 親 陸 行 動 2 9 鬼どっと グループ 楽 し み

3 0 ダ ニノ A トラ y プ 30 トランプ 花 札 ジヤンク y

-12ー



1 反応語の傾向

表 2から表 5までの左かから分類すると次の

表(表 6)のようになる。

表 6 反応語の傾向

レクリエーショ Y 今2

院22男~) 女(鈎 男悌)

感 情 6 10 6 

反 応 (6.7) ( 1 1.1 ) (6.8 ) 

叙 述 19 20 9 

反 応 (22.5 ) ( 22.2) ( 10.3) 

種 目 44 31 50 

反 応、 (49.4 ) (34.4) ( 57.5 ) 

共 在 17 1 7 18 

反 応、 (22.4 ) ( 18.8) ( 2 O. 6 ) 

印 象 3 1 2 4 

反 応、 (1.3) (13.5 ) (4.8 ) 

計
89 90 87 

(100 ) (100) (100 ) 

く注〉感情反応とは楽しみ，愉快，明るいまどの反応語とし

てあらわれたもの

叙述反応とは休養，健康，あそび左どの主うK説明的

反応をあらわしたもの

種目反応とはキャンプ，卓球などの主うtr..活動の種

目をあげたもの

共在反応とは山，海，手拭など，活動と共Kあるもの

印象Eむ応とは笑い，輪，和などと活動に伴念う印象を

反応書置としてあげたもの

表 6で明らか念ように，レクリエーションで

は.種目，叙述，共在反応の願が.男女とも一

致している。感情反応と印象反応にb いては，

男子が少念いのに反し.か走りの反応が女子に

みられる ζ とは.一般的念男女差としていわれ

ると$-.t .レクリエーションという ζ とばをき

いたとき，女子の方が，よ b感情・印象的念反

応を示すようである。

グームでは.男子が種目，共在，叙述反応。

臓に対し，女子では共在，種目，叙述反応を示
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している。と0'1:種自については.男子は，グ

ームの左かでの種目がすぐ浮んでくることに対

して，女子では，むしろグームという活動を通

ム

女(錫

7 

(8.0') 

1 1 

(12.6 ) 

29 

(33.4 ) 

30 

(34.5 ) 

10 

(11.5) 

87 

(I 00) 

して，それに伴った環境

の方が心Kあるととと解

してよかろう。

とんどは，別念角度か

ら，反応、の傾向を眺めて

みよう。表 7は，実際に

どれ〈らいの人たちがど

ん念反応を示したかをあ

らわしたものである。第

3反応語までに会いて，

ひとつでも反応を示した

ものの数である。

表 7 各反応を示した人数

民主
レクリエ-"'"ョ y ゲーム

男例女ω 男ω 女附

感情反応 4 7 6 9 

叙述反応 1 7 1 8 9 1 0 

種目反応 22 2 1 20 1 7 

共在反応 1 4 1 4 1 4 1 5 

印象反応 3 8 3 5 

L一一一一 ー

表 7でわかるよう1iC.レクリエーションbよ

びグーム共，約%は種目反応を示して$-T .約

半数のものが共在反応を示している。叙述反応

κついては.レクリエーションとグームでは，

か ~þ の差がある。 ζ れは，レクリエーション

κついて，よ P知的念体験が多いととを物語つ



ているといえよう。

2 イメージの一般的傾向

第 3反応、語までを.多いものからまとめてみ

ると.表 8のように念る。

表8第 5反応語までのイメージ

随
レFリエーショ Y 今2 ム

男伺 女開 男開 女開

るそび あそび トランプ トランプ
1 

( 1 1;) (17 ) ( 10) (8) 

ハイキング ダンス >t<-1) ;/グ あそび
2 (8 ) (9) (8 ) (8) 

ポーリ y グ 楽しみ あそび 楽しみ
3 

(7) (9) (8) ( 8) 

楽しみ 友だち 楽しみ 友だち
4 (5 ) (7) (6) (5) 

キ...;/プ ゲーム 膨 負
5 

(4) (5 ) (5) (以下省略〉

ゲーム
6 

(4) (以下省略}
(以下省略}

{以下省略}

く注〉数字は反応語数をあらわす

(1) レクリエーションκ対するイメージ

男女とも，レクリエーションときいてすぐ

"あそび"を連想するととは容易に予想され

ると ζろである。しかし，あそびKつづ〈も

C では，男子は概してハイキング，ポーリン

グなどの活動種目κ対し，女子では，ダンス，

友だち念どの反応κみられるように，かな b

c種目的ひらきが繊じられる。 ζれは.イメ

ージが過去の経験κ影響されているという ζ

とから考えると，男子が.よ b活動的な種目

経験が多いのκ反し女子は，社交的種目の経

験が多いというととがいえそうである。

ともあまし・楽しみ"念どのととばからみ

られるようκ，レクリエーションκ対しては.
明るいイメージをもっているととが，男女κ

bいて感じられると ζろである。

(2) グーム K対するイメージ

グームときいて"トランプ"と反応するも
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のが意外に多い。これはトランプがいかに定

着しているかが伺われる。それと共Kポーリ

ングが，活動種目のひとつとして(と(VC:男

子f'C:;¥=;>いて)大き念ウエイトを占めていると

とも注目されよう。

男子f'Ci.~いては，グームの印象としては勝

負どとのイメージが強<.女子は，むしろ友

だちと一緒κ楽しむといった意味あいを，多

くもっていそうである。

5 レクリエーシヨンのイメージ分類

レクリエーションのイメージが，レクリエー

ション活動の分類と照らしあわせた場合に，ど

のよう念活動が.とっさに頭κ浮んで〈るかを

検討したのが表習である。す念わち.レクリエ

(6) 
ーション活動を. Anderson.J.M.の分類 K 

従って.ひとつでもイメージをもったものを抽

出してみた。

く注〉イ Fージの中で，あてはまらまいと思われるもの

(話し，あそび，楽しみなど)は， ζの対象としな

かった。

表? レクリエーシヨン・イメージの分類

¥¥¥¥  男 ω 女 ω 

身体的活動 8 5 

野 外 活 動 1 7 7 

社交的活動 1 4 2 1 

趣味文化活動 2 3 

表 8VCみられるようκ.男子は野外活動K半
数以上が反応を示し，社交的活動κは半数，身

体的念活動κ対しては%に止まっている。さら

に趣味文化活動κは殆ど反応を示していまい。

とれに対して女子では，圧倒的K社交的念活

動に反応を示している。野外活動をはじめ他の

活動κ対しては，あまり反応がない。



ζれらを通して考えられることは，レクリエ

ーションといえば，グループ・レクリエーショ

ンに対するイメージが強<，と Oc男子では，

野外活動，社交的活動κ，女子では，社交的活

動を連想している。若者にとって必要といわれ

る身体的な活動への反応が少左いζ とも一考を

要する。

4 ゲームのイメージ分類

グームのイメージを，次の主う左分類Kあて

はめてみる ζ とκよって.グームの傾向が.一

般的イメージよ bも，さらκはっき P浮びあが

ってくる。(表 1(}) 

表 10 ゲームのイメージ分類

男例 女休}

身体活動を主とするグ 7 6 
ーム

知能・家庭的なゲーム 6 5 

射倖性を主とするグー 1 1 2 
ム

親睦を主とするグーム 6 1 7 

表 10では， ;ó'~!I男女差があらわれてくる。

す念わち男子にあっては，分散的な傾向を示し

ているが，強いていう念らば射倖的念グーム，

いわゆる商業的念ものあるいはギャンプル的念

ものに多〈の反応がある。

女子では， ζとでも圧倒的K親睦を主とした

グームκ反応を示している。

5 レクリエーシヨンの分類とゲームの分類と

の関連性

レクリェーションのイメージ分類をもとに.

それぞれの分類の中で，いったいグームの分類

によると，どのよう念反応を示しているかを知

るためVC，レクリエーションの分類を縦軸VC，

グームの分類を横軸Kかみあわせたものが表11

である。
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表 11 レクリヱーシヨンとゲームの関連性

写黙と 男いj 女別

A 2 1 
身活

B 2 
体

C D 
3 

的動
E 4 

野 A 5 2 

外 B 3 E 

活 C 8 

動 D 1 4 

社活 A 4 4 

B 3 5 

交的動 C 5 I 

D 2 1 1 

趣化 A B 
味活 C 2 1 
文動

D 2 

く注> A・・・身体活動を主とするグーム
B…知能・家庭的グーム
0・・・射嗣告グーム
D...親睦的グーム

一

ζ の表から一般的傾向を述べるわけにはいか

念いが，男子κbいては野外活動のイメージの

強いものの中で射倖的なグーム反応を示したも

のが多いとと，社交的レクリエーグョン活動の

中で，親睦的~グーム κ反応を示したものが.

1 4名中わずか 2名にとどまっている ζ とは，

注目してよいと思われる。

また女子VCi?いてはいずれも社交的念親睦を

深めるグームのイメージが強(， νクリエーシ

ョンκ対するイメージとグームκ対するイメー

ジの特徴はでてい念いようである。

6 ゲームのイメージと反応分類との関連性

グームのイメージの中で，どのような反応傾

向があるかを調べたものが表 12である。す念

わち， ζ こではグームの分類を縦κと!I.反応、

傾向を横κとってクロスさせたもので，グーム

の分類と反応の間κ，何らかの特徴的左差を比

較しようとした。

表 12から工みとれるととは，一般的K種目

反応が多いととは，官官述の結果と一致している

が，それも身体的，家庭的，射倖的左グーム K

はっき hあらわれている。しかし社交的なグー

ム VC i?いては，もっと分散された形 VC~ ってい



表 12 ゲームの分類と反応の関連性

で平L
身 ① 
体 @ 
的 @ グ

@④ 〕ム

庭家 ① 
@ 

的 @ 
グ
@ 

ム @ 

射 ① 
倖 @ 
的 @ 
グ @ 
ム @ 
社
① @ 

交的

グ
@ 
@ 

ム ⑤ 

く注〉①・・・・・感情反応
@.…叙述反応
@・-…種目反応
@・・・・・共在反応
@…印象反応

男開 女開

2 3 

1 7 9 

1 5 

I 

E 

E 

1 7 12 

I I 

2 

4 E 

14 

1 1 5 

z 
4 T 

3 6 

2 9 

5 19 

3 9 

る。 ζのζ とは，社交的念グームVC:!;Oいては.

種目そのものよ bも，もっと他のた〈さんの要

素κよってイメージが形づ〈られるものと解し

てよかろう。

また家庭的~グーム Kあっては，男女とも.

種目そのもののイメージが強<.他。要因κつ

いては，るま b反応を示してい左いととも，家

庭的グームを特徴づけている。

射倖的グーム，社交的グームでは，共に共在

反応が強ν、ょうである。これは，身体的グーム

や家庭的念グームとの大き念差と考えられよう。

すなわち前者Kあっては，種目そのものよ bも，

それに伴った諸条件が大き〈影響を与えている

のに対し，後者VC:!;Oいては，種目そのものの興

味性K大いK関係があるものと考えられるので

は念かろうか。

V 要約

レクリエーション・リーダーに左ろうとする人

たちを対象κ，それらの人たちがもっているイメ

ージを，ひとつの事例として分析してきたが，と

の結果だけで多くのものを推論する ζ とはでき念

い。しかしζの団体の中ではじめてリーダーκ念

ろうとするもののイメージの概要は把握できたと

とと思われる。また，実際のリーダー養成に対し

でも，い〈つかの指導指針が得られるようでもあ

る。以下そのい〈っかをまとめてみよう。

① レクリエーションκ対するイメージは，圧

倒的K種目反応が多い。 ζのととは，反応語教

bよぴ反応人数Kついていえる。レクリエーシ

ョンが.実践として具現されるとき，その活動

自体が，非常にたいせつである.ζ とを意味する

ととであり，活動の選択あるいはプログラムの

中での活動の配列が，参加者κ与える影響の大

きいζ とを示唆させられる。

@ グーム K対するイメージは，一般的κは種

目反応が多いが.とく K女子Kあっては，グー

ム種目.tJJも，それらを実施するときκ伴走う

環境(物的・心的環境ともいえよう)が，たい

せつな条件K左っている。

@ グームの類別から考えると，身体的，家庭

的グーム群と，射倖的，社交的グーム群κひら

きがみられる。す念わち前者は種目に，後者は

全般的念イメージが強〈作用している。 ζれは

と〈 κ社交的~グームを指導する機会の多いレ

クリエーション・リーダーが，グーム指導Kつ

いての諸条件を十分考慮し，単κグーム種目だ

けK関心を寄せるだけではいけ念いととを意味

していよう。

@ レクリエーションK対するイメージは，殆

どがグループ・レクリエーションをきしている。

ζれはグループ・レクリエーションの在b万ゃ.

広〈レクリエーション活動を推進する上VC.い

わゆる個人的レクリエーション活動をどのよう

κ普及するかというととがらを含んでいる。

@ グームに対するイメージは，男女差がはっ

きbるらわれて$0JJ .男性は活動的でギャンプ

ル性の強いもの，女性は社交的念グームに強い
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イメージがある。 ζれは従来までの経験に影響

されているものと考えられるととから，単に指

導者がグームといったときでも.その意味する

内容κ違いがあるととを，十分認識しなければ

走ら左いようである。

以上い〈つかの点をあげてみたが，レクリエーシ

ョン指導あるいはグーム指導VCj;->いては，単κζ

れだけのととからその方向性を見出すととはでき

念いが，問題のあるものについては，今後のよ b

深い探索K よって導き出すととができるものと思

われる。
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レクリエーション指導者に関する研究

性別・年代別Kみた指導者の意識とその実態Kついて

トはじめK

レクリェーション指導者は，レクリェーシヨン

運動を推進する上で，重要な役割を果している。

きて，レクリエーシ g ン指導者は，レジャー活

動を指導し，企画し，管理する人と考えると，現

場で実際活動を指導する人，行政官，研究者など

に分けることができる。ところが，我が国の現状

では，一部の指導者を除き，ほとんどが篤志(ボ

ランティア)指導者である。

今後，レクリエーシ冨ン運動を発展させるため

Kは，指導者養成を質量共に高める必要がある。

とくに，量的には地域関係の νクリエーシ曾ン指

導者の養成，質的Kはレクリエーシ g ン指導者の

専門職化が緊急の要請となっている。このよう K

考えると，レクリエージョン指導者K関する研究

は，極めて重要な問題であるといえる。

これまでのレクリエーシ g ン指導者K関する文

献・レポートは，片岡暁夫の「レクリエーション

.リーダーの任務K関する原理的考察J(レクリ

エーション研究第 7号).雑誌レクリエーション

連載<レクリエーション専門職への道(1l-(8)>

( 1 97 1年 1月号-8月号)など数編がある。い

ずれの文献・レポートもすぐれたものであるが，

どちらかといえば，レクリエーション指導者を，

個人的次元で捉えているようである。そこで，こ

の研究は視点を変えて，レクリエーション指導者

を集団で捉え，論じたものである。

1. 研究の目的

この研究は，レクリエーシ曾 Y指導者の意識と

その実態を性別・年代別K明らかKし，今後のレ

福岡教育大学 秋吉嘉範

タリエーション指導者のあり方について，検討し

ようとしたものである。

1. 対象台よび時期・方法

1.対象は，日本レク 1)エーション指導者クラ

ブ所属メンパー全員 536名(昭和 46年 9月

末現在〉および北九州市νクリエージョン協会

養成のレクリエーション指導者 562名である。

日本レクリエーション指導者クラプ全員K調

査票を郵送し，回答を依頼，回収したのが 34 1 

名，回収率 63.6'IJである。一方，北九州市レ

クリエーγgン協会認定の指導者は，職場どと

に調査票を持参し 562名に回答を依頼した。

回収したのが 281名，回答率 50.0婦である。

調査の時期は，
表1. 性別・年代別集計

昭和 46年 9月から

1 0月までである。

3. 方法は質問紙法

Kよる。集計は性別

を基礎K.年代別K

分け，実教を百分率

で現わしている。

表 1は性別・年代別

の集計である。

IV. 結果と考察

は男子

20代 173 

30代 170 

40代以上 156 

計 499 

1. レクリヱーション指導者の実態につて

は}学歴

女子

69 

21 

33 ! 

123 

男子の 20代 30代は高校卒が 70%を占
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めているが 40代以上は，高校率が 44婦と少

なくなり，大学率 33 %，中学卒 22%と，それ

ぞれ増加している。女子をみると 20代は高校

卒が半数以上を占め，中学卒も 25婦と，他の年

代より多い。ところが 30代 40代以上では

大学卒が半数以上を占め，中学・高校卒は%程度

である。

男女とも年代が高くなるほど，大学卒が多い。

また，中学卒は男子の場合，年代が高くなるほど

多い。女子の場合は逆K，年代が高くなるほど中

学卒が少なくなョている o

(2) 結婚

ここでは既婚か未婚かを調べたものである。男一

子をみると 20代は半数が未婚 30代 40 

代以上Kなるとほとんどが既婚である。女子は，

2 0代のほとんどが未婚 30代でも 4 3 '1Jが未

婚である。 40代以上では，未婚が 24婦と少な

い。このことは男子K比べて女子の方K未婚が多

く，しかも，年代が高くなってもかなり未婚がい

ることがわかる。

(3) 職業

男子をみると 20代は労務的職業，事務的職

業が多い。 30代では労務的職業，事務的職業と

とも K，専門・管理的職業が多くなョている。

4 0代以上では，労務的職業が少なくなり，事務

的職業，専門・管理的職業が多くなっている。女

子をみると 20代は男子同様，労務的職業，事

務的職業が多い。 30代は事務的職業，専門・管

(5) 職場での地位や役割

男子をみると 20代は一般社員が 83係であ

るが 30代で 50%，40代以上になると一般

社員は， 2 5 '1Jと少なくなヲている。つまり，年

代が高くなると，係長や部長・課長が多くなヲて

いる。女子は 20代， 3 0代とも，一般社員がほ

とんどである。役付は 30代に 14%，40代以

上K 1 8 %みられる。女子の特長は，主婦 27 '1J， 

自営 9'1Jが目立つことである。

(6) 職場以外での地位や役割

男子は 20代で 36. '1J， 3 0代で 54 '1J， 4 0 

代以上となると 72係と職場以外での地位や役割

を持ョている。女子Kついても，ほほ同様K，

2 0代 28 '1J， 3 0代 52 '1J， 4 0代以上 76 '1J 

となっている。つまり，男女とも年代が高くなる

ほど，職場以外K仕事を持ち，そのなかで何らか

の役割を果していることがわかる。その内容は，

子ども会，体育指導委員 p ボーイスカウト，青少

年関係クラブ，野外活動，フォークダンスなどの

指導者である。

(7) 職場内のクラブやグループ所属

男子は 20代 57%，30代 55 '1J， 4 0代以

上になると，やや少なくなり 4 5必である。女子

は男子と異なり 2 0代が 38婦と最も少なく，

3 0代 48'1J. 4 0代以上 42 '1Jとなヲている。

クラプやグループの内容は，男子は各年代とも，

球技スポーツが圧倒的，ついで，登山，ポーリン

グ，釣り，スキー，合唱などである。女子は各年

理的職業 40代以上は専門・管理的職業が多い。 代とも，男子同様，球技スポーツ，ついで，フォ

男女共通していえるのは，農林漁業，販売・サー

ビス的職業がほとんどいないことである。また，

年代が高くなるほど専門・管理的職業が多く念っ

ている。

(4) 勤務形態

男子をみると 20代 30代では，交替制勤

務が%を占めているが 40代以上Kなると 14 

婦と少なくな?ている。女子は 20代K交替制

勤務が 4 1 '1Jいるが 30代 40代以上Kなる

と，ほとんどが普通勤務である。

ークダンスなどである。

(8) 職場外のクラブやグループ所属

男子の所属者は 2 0代 43 '1J. 3 0代 5 4 '1J. 

4 0代以上は 62 '1Jと，年代が高くなるほど多く

なヲている。女子は 20代 31 '1J. 3 0代，

4 0代以上は倍増して，それぞれ 70 '1J Kな 7 て

いる。

職場外のクラブやグループの内容は，男女各年

代;ともレクリエーション・ワーダーグループ，レ

クリェーション協会，ユースホステル，フォーク
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ダンス，球技スポーツなどが多い。

職場内と職場外での所属を比較すると，男女と

も20代では，職場内のクラブやグループ所属者

が多いが，男子は 40代以上，女子は 3 0代，

4 0代以上になると，職場外でのクラブやグルー

プ所属者が多くなっている。

(9) 生きがい

男子をみると 20代 88".30代 40代

以上は 96 "が生きがL、を感じている。女子は，

2 0代 78".30代 100".40代以上 94 

"が生きがいを感じている。男女とも 20代より

3 0代 4 0代以上の方が，生きがいを感じてい

る。

生きがいの内容をみると，男子は 20代で，仕

事 41 ".ついで，友情・恋愛 30 " .ν クリエ

ージ g ン指導 30 " .趣味・ならいどと 29 ". 

3 0代では，レタリエーション指導 48 " .つい

で，子どもを育てる 47 ".仕事 40".40代

以上では，レクリエーシ冒ン指導が 70 ~と断然

多く，ついで，仕事 40 ~.子どもを育てる 3 6 

~である。女子の場合 2 0代は友情・恋愛 52 

".趣味・習いどと 52 ~.ついで，仕事 2 6 '1J. 

レクリ ι ーション指導 24婦の順である。 3 0代

では，レクリエーション指導が 38 ~でト申プ，

ついで，仕事 3 3 ~.子どもを育てる 2 7 ~.趣

味・習いどと 24 '1J.友情・恋愛 24 ~の願であ

る。 40代以上では，レクリエーション指導 90 

~.仕事 4 5 ~.趣味・習いどと 3 2 ~.子ども

を育てる 29 ~とな?ている。男女共通している

ものは 20代では，友情・恋愛，趣味・習いど

と，仕事などが多い。 30代 40代以上になる

と，レクリエーション指導が断然ト噌プ，ついで.

子どもを育てる，仕事などが多い。

畑仕事のやりがい

男子をみると 20代 82".30代 40代以

上で 8 6 "が仕事のやりがL、があるといョている。

女子は 20 代 67~. 30代 9 1 ~. 4 0代以上

7 3 "とな守ている。女子の 20代K仕事のやり

がL、がないと答えた人がかなりいることがわかる。

(11)レクリエージョンという言葉を聞いて連想す

るもの

レクリエーションといヲても，個人Kよって受

けとり方が違う。そこで，レクリエーシ g ンをど

う捉えているか調べたものである。男子をみると，

2 0代 30代で「遊びjがトヴプ 40代以上

は「楽しL、Jがト甲プ，ついで 2 0代 30代

の「余暇善用J• 4 0代以上は r人間関係」で

ある。女子は，男子同様各年代とも. r楽しいJ
がトヴプ，ついで 20代の「スポーツJ• r和J
の願である。このほか，男子で目立つのは，健康，

人間性回復，気分転換，創造性，野外活動，グル

ープなどである。男女共通にいえるのは. r余暇
に人間性回復をはかる，健康で創造的念，楽しい

遊びJと捉えている。

2. レクリエーシヨン指導について

Itl レクリエーシ智ン指導を始めた動機

レクリエーション指導を始めた動機は，図 1t'C 

示すとおりである・。図 Iで男子をみると，各年代

とも推薦きれて，好きだからが多い。ついで 30 

代 40代以上では. r好きだからJが多いが，
2 0代では少ない。つまり 20代は「頼まれて

しかたなく」という，消極的な動機が 30 '1Jと目

立つ。現在，女子のレクリエーシ g ン指導者が少

ない。その上，若い年代で動機が消極的というの

は問題?である。今後，もョと積極性のある指導者

の養成が望まれる。

(2) レクリエーシ冒ン指導を学んだところ

どこでレクリエーション指導を学んだかを調べ

たところ，男女各年代とも講習会が最も多い。他

は 40代以上の男女tL.独学が目立つ程度である。

現在，我が国では，日本レクリェーション協会主

催の各種講習会や，地域協会主催の講習会などが，

数多く開催されている。しかし，恒常的な学園や

専門課程の学部学科は少念いので，早期開設が望ま

れる。今一つは，大学や高校などの学校教育のな

かで，レクリエージョン教育をとりあげるべきで

ある。大学では，まず教員養成系大学で，小学校
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図1. レクリヱーション指導を始めた動機
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図2. 指導している対象
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図3. 指噂能力に対する満足度
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中学校，高等学校では，

現在のカリキュラムを再

検討して，その位置づけ

を明確t亡すべきである。

(3) 指導の対象として

いる相手

指導の対象にしている

相手は，図 2VC示すとお

りである。図 2VCよると，

男女とも 20代は職場が

多い。 30代になると，

職場を中心VC.各種団体，

地域などが多くなってい

る。 40代以上は，男女

とも各種団体・職場(男

子はとく K目立つ〕・学

校などが多い。すなはち，

2 0代は，職場中心，

3 0代は，職場中心に各

種団体と地域 40代以

上は，各種団体，地域が

中心Kなり，職場とな A

ている。 20代 30代

も地域VC進出して欲しい。

(4) 指導能力K対する

満足度

自己の指導能力K対す

る満足度は，図 3VC示す

とおりである。図 3VCよ

ると，男子は各年代とも，

(2) 

間
日
コ
寸

71.1 

85.7 

63.6 



自己の指導能力に満足していないものが， 8 0 tKJ 

前後いる。満足しているのは 40代以上の 9%

が目立つ程度である。女子は 20代で満足して

いるものは，まった〈い念い。ととろが 30代

では 5%， 4 0代以上では， 30%も満足してい

る。しかし，男女各年代共通していえるととは，

自己の指導能力K満足してい念いものが，極めて

多いととである。今後，優れたレク Pエーシヨン

指導者I'C~るため tては，指導能力を一層高めねば

走ら念いととはいうまでも念い。

(5) 得意とする指導内容

きて，自己の指導能力K不満足であるというの

が多い。ところで，得意とする指導内容の結果を

みよう。得意とする指導内容(種目)を持ってい

国4. 勉強したい内容

るのは，男子で 20代 30代の 71係 40 

代以上になると， 8 1 tKJと多くなっている。女子

は 20代 59 tKJ， 3 0代 86 tKJ， 4 0代以上は，

実1'C100tKJとなっている。得意な指導種目を，

1種目も持たないものが，男子の 20代 30代

で 29 tKJ， 女子の 20代 30代で 40 tKJもいる。

現在の日本レクリエージョン協会，または，地域

レクリエージョン協会の指導者資格認定が甘いと

いう声があるが，その裏づけとなる資料である。

ところで，得意とする種目をみると，男女各年

代ともグームがト噌プ，ついで，男子は，野外活

動，うた，女子は，フォークダンス，うたである。

男子の特長は，球技スポーツ，女子は，フォーク

ダンス，民踊といえるだろう。なお，レクリェー

ション理論や司会の仕方，

グループづくりを得意と

70ω50 40 30 20 10 {) o 10 a 30 40 50ω70 するものは少なL、。レク

リエーショ y の指導は，

豆一一主 1.理論

2. グループ

3. うた

4. フ定ークダン
ス

5.司会

6. グーム

1 プログラムの
たて方

a野外活動

aクラフト

10.その他

五一」
うたヲて，おど?て，グ

ームをする。いわゆる，

<リクリエーション三種

の神器>だけにとどまら

ずtL，理論的な背景を十

分持って欲しい。レクリ

エーション指導が単なる

技術指導に陥入ることの

ないような研修が望まれ

る。

(6) レクリエーション

指導Kついての学習意欲

レクリ z ーション指導

κついて，もっと勉強し

たいか，との程度でよい

か調べたものである。も

っと，勉強したいという

のは，男子が各年代とも

9 7係，女子は 20代

8 6 tKJ， 3 0代 40代

以上では 95tKJI'Cも達し
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ている。勉強しなくてよいというものは，ほとん

どいない。すなわち，前K述べたレクワエーショ

ン指導K対する満足度では，ほとんどのものが不

満であると回答しており，学習K対する意欲があ

るのは，当然として受け取ってよいと思われる。

勉強したい内容を示したのが，図 4である。図

41'(よると，司会の仕方，野外活動が 4 3 %でト

ヴプ。ついで，レク理論，フォ クダンス，グ

ムがそれぞれ 31係である。 30代 40代以上

では，レク理論が 4 3 %程度でトザプ。ついで，

司会の仕方 37 %.野外活動 30 %.フォ クダ

ンス 28 %である。女子は 2 0代で，司会の仕方

4 6 %.ついで，グーム，野外活動 4 3 % 0 3 0 

代もト甲プは，司会の仕方 5 5 %，ついで， νク

理論 55 %.野外活動 45%0 40代以上は，レ

ク理論が 58婦でトザプ，ついで，フォークダン

ス 45 %.司会の仕方 39 %.グーム，プログラ

ムのたて方 36%である。男女共通しているのは.

レク理論，グ ム，野外活動，司会の仕方を学び

たいとい司ていることである。とく1'(.年代が高

くなるほど，レク理論を学びたいといつでいる。

というのは，レクリエーション指導の経験がふえ

るほど， レクリエーシヨン理論の重要さや，必要

性を感じるのだろう。

(7) 指導者としての資質

指導者としての資質を示したのが，図 5である。

図 5によると，男女ともに多いのは，健康，協向

性，ユーモア，活気，判断力，社会性などである。

独創性，社会性，判断力，自信などは，男女とも

年代が高くなるほど.多くなっている。とく1'(，

4 0代以上の男女の社会性が目立つ。一方，指導

者としての資質が少ないのは，男女とも学識，こ

とばの駆使力，ねきんでたいという欲求，知能，

組織力，体格などである。

ことばの駆使力，組織力などは，指導者の資質

として重要なものであると思われるので，も?と

身につけて欲しL、。ことばの駆使力は，司会の仕

方を学習したいというもの K多か?たことからも

関連して，実際面で必要であるといえる。

(8) 家族や職場の理解度

指導者としての活動K対する家族や職場の理解

度をみると，男子では，各年代とも，指導者とし

ての活動に好意的であるというものが多い。一方，

女子をみると 20代は好意的が 45婦とやや少

ないが 30代 40代以上Kなると，それぞれ

8 1 %と極めて多い。指導者としでの活動K批判

的なのは，男女とも 5%以下で非常K少ない。ま

た，無関心は男子では，年代が高くなるほど少な

くなり，むしろ，諦めているが多くな 9 ている。

このような情況から，レクリエーション指導者と

しての活動を，家族や職場はかなり理解している

とみてよ L、。現在，レクリエーション指導者の多

くは，篤志指導者であり，実際活動で家族や職場

の浬解を得ることは，家庭生活を送る上で，重要

なととである。

(9) レクリエーγ ョン指導と本職との関係

現在のレクリエ号ーション指導者は，一部の専門

職を除き，ほとんどが，篤志指導者である。

そこで，レクリエーシ g ン指導と本職との関係

を示したのが，図 6である。図 61'(よると，男子

は各年代とも，大いKきしっかえるのは 5- 7 %. 

かなりさしっかえるのは 20-22%である。と

ころが，たいしてきしっかえないのは，各年代と

も. 6 0 %程度である。女子は各年代とも，大い

KさしっかえるものはいなL、。かなりさしっかえ

るは 20代1'(15%みられるが 30代 40代

以上になると 5-6係である。たいしてきしっか

えないのは 20代 62%.30代 81 %. 4 0 

代以上 73 %となフている。

すなはち，男女とも%以上のものが，本職との

関係でたいしてきしっかえないといっている。こ

の点，本職とレクリエデジョン指導との関係を上

手Kこなしているといえる。

目。 レクリエ シ曾ン指導者の専門性

レクリエーション指導者の専門性Kついて調べ

たのが，図 7である。図 7κ よると，男子は専門

職Kなョた方がよいというものが 20代 25係，

3 0代 40代以上は，それぞれ 3 1 %である。
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図 5. レクリエーション指導者としての資質
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同様，各年代にわたり，悩みがあるといフている2 0代 28 %. 篤志指導でよいといョたのは，

ものが多い。4 0代以上は 24婦である。また，3 0代 32 %. 

悩みの内容をみると，男子は 20代で，参加者3 0代2 0代 40 %. どちらも必要というのは，

が少ない，交替制l勤務で図る，施設・用具が少な4 0代以上は 49 %と多くな 9 ている。4 3 %. 

3 0代では，施設・用具が少ない，指導いなど，レクザエージョン指導者の専門職化が問現在，

4 0代以者としての立場が確立していないなど，題Kな司ているが，男女各年代とも専門職Kな?

上では，予算が少ない，指導者としての立場が確たがよいと回答したものが 30%程度，篤志指導

レクリエー立していない。施設・用具が少ない。どち25-30%. 者でよいと回答したものは，

ション・リーダ が少ないなどがそれぞれ多い。らも必要であるというのは 35-50%である。

話2 0代では6 参加者が少ない，女子をみると，このことから篤志指導者だけでよいという意見よ

レクリエ

ーション・リーダーが少ないなどである。

3 0代では，指導者としての立場が確立してい

術K自信がない，指導法がわからない。その

どちらも必要であるという傾向が強いといえる。

りも，専門職化したがよいという考え方や，

レクリエーション指導者としての悩み(11) 

レクワエ ション・ワーない，参加者が少ない，レク I)エーション指導者としての悩みをみると，

ダーが少ないなどである。2 0代 49 %. 悩みがたくさんあるのは男子で，

レクリエーション・リーダー4 0代以上では，4 0代以上 51需とかなり多い。3 0代 41 %. 

が少ない，施設・用具が少ないなどが，それぞれ多

L 、。

悩みがすこしあるは各年代とも 42-52%とや

はり多い。すなわち，男子の各年代とも，

ど悩みがあるといっている。一方，女子は悩み

ほとん

νクリエーシ男女，各年代を通じて多いのは，

ョン・リーダーが少な¥".施設・用具が少ない，

指導者としての立場が確立していない。参加者が

-25-

3 0代 72 %. 

女子も男子4 0代以上 36 %である。すなわち・

2 0代 44%.がたくさんあるが，



少なL、.などがあげられる。

年代が高いほど，少なくなョているのは，男子

で参加者が少ない，交替制勤務，女子では，参加

者が少ない，指導法がわからな L、。話術K自信が

ないなどである。これらは，年代が低いほど，指

導の経験が少ないといえるので，今後，指導経験

を重ね，実力をつけること Kよヲて，悩みのいく

つかは解消されるであろう。交替制勤務は，製造

業などKとりあげられているが，制度としてある

からKは，このなかでレクリエーション指導者と

して，どうよう K過どすか，また，職場のなかで，

どのよう K指導するか，指導者個人は勿論のこと，

職場としても検討して欲しい。それとともに，職

場管理者層の理解を求める努力がより一層必要で

ある。

女子をみると，レクリエージョン・リーダーが

少ない。施設・用具が少ないなどがあげられる。

これらの悩みは，指導者個人だけで解決できるも

のではなく，行政的な面から，あるいは職場など

の，管理者層への積徳的な働きかけが必要である。

(1~ レクリエーション K 対する要望・意見

レクリエーション K対する要望・意見をみると，

男子では 2 0 代 64~ ， 30 代 75~ ， 40代以

上 8 3係と年代が高くなるほど要望や意見が多い。

女子は 20代 57場 30代 86 ~， 4 0代以

上 76婦とやはり年代の高い方が要望・意見が多

L 、。

要望・意見の内容を，国・県・市および職場や

学校，レクリエーシ宮ン協会，指導者自身の 4つ

に分けてみると，

国・県・市K対する要望・意見は，①施設・用

具の増加，充実 @予算の援助，増加 ③専門職

の制度化 ④レクリエーションの必要性の理解，

重視 ⑤施設・用具の解放，などがあげられる。

施設・用具の増加，充実は，当然の要望として出

されたものと思われる。現在，商業レジャ 施設

が，つぎつぎK建設されている。しかし，利用に

は多額の金のかかる施設が多く，も宮と安くて利

用のできる公共的な施設の増設が望まれる。また，

学校や職場施設の解放が是非必要である。

職場や学校に対する要望・意見は，①職場全員

のレクリェーションの理解と認識 ②施設・用具

の解放 ⑥上司の理解 ④レクリエ ジョン活動

の積極化 @レクリエ ション教育 @専門職と

しての立場の確立，などをあげている。職場では，

まだレク HエーションK対する認識が低いととか

ら，職場の管理者層はもとより，従業員全員K対

するレクリエーシヨン教育をする必要がある。

(13)レタ 11エーション協会K対する要望・意見

レクリェーシ g ン協会に対する要望・意見は，

①指導内容の充実 ②一般市民へのレクリエーシ

ョン PR @講習会の開催，④地域レクリエーシ

ョン振興 ⑤レクリエーション指導者の養成，な

どがあげられる。指導内容の充実は vクリエー

ションの技術的な指導だけκ終らず(!L，理論面の

充実が問題にされている。レタリエージョン協会

は，市民へのレクリエーション振興策を真剣K考

え，普及・発展のための努力が，今一層望まれる。

自分自身K対する要望・意見は，①積極的な自

己研修をすること ②指導力の向上 ③積穣的な

レクリェーション活動 @講習会，研修会などへ

の積極的参加 @理論と実践の両立化などがあげ

られている。もョと勉強を，という意見が多いの

は，指導力の向上，レパートリーを広げるなど，

勉強意欲が強いことがわかる。ところが，指導者

自身暇がほしいという要望・意見は注目される。

レJクリエーション指導に明け暮れして，自分自身

のレクりエーシヨン活動が不十分であっては「紺

屋の白袴Jtc なる恐れがあるととを忘れては~ら

念い。

. v.要約

以上をまとめると，つぎのよう念ととがいえる。

(11 レクリエーション指導を始めた動機は，男

女各年代とも，推せんされてが最も多く，ついで

好きだからが多い。年代別では 30代 4 0代

以上は，好きだから 20代では推せんされてが

多い。
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(2) レクリエーション指導を学んだところは，

男女各年代とも講習会が最も多い。年代別で目立

つのは，男女 40代以上の独学である。

(3) 指導の対象Kしている相手は，男女とも

2 0代ほ職場 30代になると職場，各種団体，

4 0代以上は，各種団体，職場(とくに男子). 

学校などが多い。

(4) 指導能力K対する満足度をみると，男女各

年代とも，自己の指導能力K満足していないのが

緩めて多い。満足しているのは，女子の 40代以

上 Kいくらかみられる程度である。

(5) 得意とする指導内容をみると，得意とする

指導種目を持ヲているのは 20代で 60-

7 0 %程度が 30代で 70 - 8 0係 40代

以上Kなると，実1'(80-100%1'(な?ている。

年代男りでは，男女とも年代が高くなるほど，得意

とする指導種目をもっ人が多い。

得意とする指導種目は，男女各年代とも，グ

ムが第一位，ついで，男子で野外活動， うた，球

技スポーツ，女子は，フォークダンス，民瞬など

である。なお，レクリェーション理論や司会の仕

方，グループづくりなどは少ない。

(6) 指導者としての資質をみると，男女各年代

とも多いのは，健康，協向性，ユーモ-r.活気，

判断力，社会性などである。男女とも年代が高く

なるほど多いのは，独創性，社会性，判断力，自

信など，とく1'(.40代以上の男女K社会性が自

立つ。

(7) 家族や職場の理解度をみると，女子の 20 

代を除けば，各年代の男女とも家族や職場の理解

度は極めて高L、。無関心は，男子で年代が高くな

るほど少なくなり，むしろ，諮らめているが多く

なっている。

(8) レクリェ γ ョン指導と本職との関係をみ

ると，男女各年代とも，たいしてきしっかえない

人が過半数である。おおいにさしっかえるのは，

男子で 5- 7 %.女子はいない。

(9) レクリェーション指導者の専門性について

みると，専門職Kなョたがよいというのは，男子

で 25-30%程度，女子は 20代 40代以上

が 20 %台 30代は 43 %とやや多い。篤志指

導者でよいというのは，男女各年代とも. 3 0 % 

前後(女子の 30代は 9%)である。残りは，ど

ちらも必要であるといっている。

UOl レクリエーション指導者としての悩みをみ

ると，男女各年代とも%以上が，悩みをもヲてい

る。悩みの内容は 20代で参加者が少ない。話

術に自信がない。指導法がわからない。交替制勤

務で困るなど 30代では施設・用具が少ない。

指導者としての立場が確立していない。 40代以

上では，レクリエーション・リーダーが少ない。

予算が少ない。施設・用具が少なL、。などが多い。

01)レク 1)エーションに対する要望・意見をみ

ると，男女各年代とも過半数が要望・意見を持う

ている。とくに，年代が高くなるほど要望・意見

が多い。

要望・意見の内容をみると，国・県・市K対す

るものとして，施設・設備の増加，充実，レクリ

エーションの必要性の理解，などである。職場や

学校K対するものとしては，職場全員のレクリエ

ーションの理解と認識・施設・設備の解放，上司

の理解などであるs
レクリエーション協会K対するものとしては，

指導内容の充実，一般市民へのレクリエーション

P R. レクリエ←ション指導者の養成などである。

自分自身K対するものとしては，積徳的な自己

研修，指導力の向上，理論と実践の両立化などが

ある。

明. 今後の問題

1. 現在のレクリエーション指導者は，篤志指

導者が中心である。ところが，今後レクリエ シ

ョン運動を推進して行く Kは，名実共Kレクリエ

ション専門指導者が必要である。今回の調査を

みても，単なる篤志指導老でなく，専門職化を望

んでいる人が多い。このことから者えると，早急

Kレクリエーション専門指導者養成Kとりかかる

べきである。それと共1'(.レクリエーション専門
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職として定着できる職場の開拓をしなければなら

なL、。

2. この調査をして感じたことは，男性Kくら

べて女性のレクリエージョン指導者が少ないこと

である。現在職場関係で，女性指導者がかなり養

成されているようであるが，まだ少ないといえる。

専門職として考えても女性の職業としては適職で

はないだろうか，今後，女性指導者の養成も合せ

て望みたい。

3. レクリエーション指導者が指導対象Kして

いるのは，職場が最も多い。このことは現在の指

導者養成状況から推察できる。ところが，職場と

いフても大企業中心ではないかという批判がある。

同じ職場でも中小企業K目を向けて欲しい。中小

企業は多くの問題をかかえているのは事実である

が，だからとい?て取り組みをおろそかにしては

ならない。むしろ，中小企業へ篤志指導者を送り

こむことも考えねばならない。大企業中心でなく，

中小企業や地域，学校，各種団体の指導者養成を

もっとはかる必要がある。

4. レクリエーシ曾ン指導を始めた動機は，推

せんされてや，たのまれてしかたなく，というの

が多い。すなわち，積極的な動機で始めた指導者

よりも，消極的動機の指導者が多いのは問題があ

る。現在，とく κ職場レクリエ ション指導者の

養成情況をみると，必ずしも積極的動機のものば

かりではない。なかには，職制上しかたなくとか，

押しつけられて，という人もかなりいるのは事実

である。このような情況のなかでは，すぐれた指

導者は生れKくいのではないだろうか。今後の問

題として考えて欲しい。

5. 得意とする指導内容を持フている指導者が

いることである。たしかK. 多少の遠慮もあるだ

ろうが.指導者としては問題である。レクリエー

ション指導者であるからKは，得意とする指導内

容(種目)を持つのは当然である。指導者は自己

研修を忘れてはならなL、。

なお，レクリエーション理論を得意とする人が

少な¥'0理論と実技は両立しなければならない。

実技申心でなく，理論面の補強をしなければなら

ない。

念事~，との研究Vてあた!1 ，日本レク Pエーシヨ

ン指導者クラプ会員，;l;?よび北九州市レクリエー

ション協会所属レクリエーシヨン指導者の皆さん

の調査協力K深〈感謝する。
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学卒者の余暇意識と余暇行動に関する調査研究(第二報)

ーとく K大企業K勤務するエリート社員争中心K ー

本研究は，今Bの産業社会の中で重要な位置を

占めると同時κ，社会Kおける余暇の最も積標的

な担い手である大学卒業者の若い社会人を対象~，

彼らの余暇生活の内容を調べたものである。そし

て余暇活動の内容が，年令，結婚，居住形態，職

種，生活時間，経済条件，仕事および生活への満

足度とどのような関係を有するものかを分析する

ことを目的としている。

前号の第一報Kおいて，調査の目的，方法，分

析内容および対象の特性Kついて述べ，結果の分

析と考察のうち1.余限活動の内容 2.余暇活動

実施の一般的傾向 3.対象の基本特性と余暇活動

実施率についてふれた。

V. 結果の分析と考察

4. 対象の諸特性と余暇活動との関係性

余暇活動の実施率を基本的特性，生活時間，経

済的条件，生活と余暇K関する意識，大学での体

育・運動経験のそれぞれの基本的観点を構成する
位)

項目どとκ，有意差検定をおこなった結果を第 4

表K示す。これによれば，最も多くの活動種目と

関連を有しているのは，基本的特性の結婚という

条件であり 11の活動と関係している。また，

どの活動とも関係をもたない項目は，生活時閣の

中の，勤務時間・睡眠時間，生活の余暇K関する

意識の中の 5段階評定尺度の 1つである「上司と

の関係」 κ対する満足度である。

以下の各節では，この表をもと Kして各基本的

東京大学大学院体育学研究室

江橋

池田

守能

郎

勝

次

四慎
信

観点どとに考察をおこな n ていく。

10 基本特性と余暇活動

第 5表は基本的特性と各余暇活動の実施率との

関連を示すものである。この表は，年令K関して

は 26-30才の年令階層の側から，結婚K関し

ては，既婚者の側からみたものである。したが?

て，例印はそれぞれ 26-30才，既婚者の方が

22-25才，未婚者よりも実施率が高いことを示

しており.一方科印はその逆の関係を示している。

また，居住形態では，⑮は自宅，⑬は寮・寄宿舎，

③は下宿・アパート Kそれぞれ居住する者の活動

実施率が他と比較して高い値を示すことを意味し，

職種では@が事務職，⑦が技術職，③が販売・セ

ールス関係の職種であり，同様Kこれらの職種K

就いている者の実施率が相対的K高いことを示し

ている。

年令階層別Kみると 26才以上は「ゴルフj

と「日曜大工・工作Jr碁・将棋」の実施率Kお
いて 2 5才以下より高く念っている。

「ゴルフJを除く，これら「日曜大工・工作」

「碁・将棋」の活動は室内でなされるものである。

そして rポーリングJr映画JrパチンコJ
「喫茶庖J~おいて低い値を 2 5才以下K対し

て示しているが，これらはすべて，商業施設を利

用してなされる活動であり，その活動内容の性格

いかんは別として 2 6才以上では，日常的な活

(注)内的満足度の合計，外的満足度の合計，満足度合計

Kついては，とれらとそれぞれの活動回数との相関係数を算

出して，有意なものを記入した。
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第 4表 各項目と活

~よ
スポーツ的活動 趣味・教養的活動

スポーツ 読書 絵業議演画奏
日曜大工 奮いどと 映画をする 場教リング ドライブ ゴルフ 工作

年 令 ※※ ※※ ※※ ※※ 

基
結 婚 ※※ ※酒量 ※当医 ※※ ※※ 

本

特性 居 住 形 態 当医 ※費量 ※※ ※※ 費量調長 ※※ ※調長

職 種 ※※ ※※ ※※ 

動 務 時 間

生
残 業

活

時 睡 眠

問 土 曙 日 の 動 務 ※費量

休 日 の す ど し方 費量※ 楽器提 ※費量 ※費量 ※弾長

経 収 入 調長 ※※ ※※ ※※ ※※ 

済的
個 人 支 出 ※ 書長※ 調長※ ※※ 

条
件 L〆 ジ キ 一 費 ※費量 ※※ ※※ 

余 暇 観 ※首長 ※※ 調帳

収 入 と ひ ま

会社の将来性 調長 費量

内 自己の将来性 ※※ ※※ 

生
生 上司との関係

活 活
同僚との関係 費量 現経費長

と 満

余
足

度
的 余暇生活全般 ※ ※ ※ ※※ 

暇 5 生 活 全 般 費量 ※ 
段f'C 

関
階 給 料 ※ 

評
ナ 定

外 仕事 の 内
組廿角， ※ 

る 指 動 務 時 問

意
数

職 場 の 環 境 ※ ※※ ※ 
識

(注) 的 職場のレク1)ェーンョン施設 ※ ※※ 

食堂・社宅など ※※ 

内 的 満 足 度 計 ※※ ※猟ー)

外 的 満 足 度 計 費量調厳 ※※ 渇H→
満 足 度 全 計 費量※ ※縦一)

学で大経動連

正課体育の出席

正課体育での運動種目数

の草書
ク 7 プ 参 力日 ※費量 ※ 

(注)1. 内的満足度，外的満足度bよぴ満足度全計と余暇活動種目との関係は実数での相関係数Kよる。

2. 満足度の個々の項目は，指数1i;-よぴ2と.4卦よび5との聞の有意差検定である。
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動との関連表

鑑賞活動 娯楽的活動 その他の余暇活動

音業当量 演劇 競輪 碁
喫菊吉 飲酒知人・友 買物 (時間孔I二

関係種目数
スポーツ

マ0 .31(ン パチンコ
美術展 観戦 寄席 競馬 将棋 (71-"00)人の訪問

※※ ※※ ※※ 8 

※ ※ ※※ ※※ ※ ※ 1 1 

※※ ※ ※※ 10 

※※ 4 

。
。
。

※※ ※ ※※ ※※ 5 

※※ ※※ ※※ 8 

※※ ※※ ※ ※ 9 

※ ※※ ※※ 7 

習後 ※ ※ ※ ※ 8 

※ ※ 5 

※ 費量 2 

2 

2 

。
※※ 3 

※費量 5 

※ 3 

※ 2 

※ 2 

諸経※ ※ 2 

※※ 4 

※※ 3 

※※ 調長 ※※ 4 

2 

※←} ※←) 週高斗 6 

瀬一} 3 

。
※※ ※ 2 

※ ※ ※ 5 
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動性Kおいて劣っているといえよう。

そして 25才以下は，大学を卒業し，中堅幹

部に至るまでの過渡的な存在であり，そうした不

安定な時期である故[t(，その最も拙劣な表現とし

て「パチンコJ(2 5・才以下は例の関係を有する〉

のような没我的で，孤独な，時として少々の利益

をもたらすグ ムが高率を示すのではないだろう

治、。

この年令階層と諸活動との関連パターンは結婚

のそれと非常K類似したものとなっているが.先

[t(対象の特性の項で述べた如く f前号第 1図)， 

2 5才以下κ占める未婚者の比率が 90 '/J以上で

あることが，その理由と考えられる。

年令階層の項で関連のある活動は，結婚[t(おい

ても同じであるが，それらK加えて， rスポーツ

をするJr音楽会・美術展Jr訪問Jの実施率K
おいて，いずれも未婚者より低くなヲている。そ

して「買物J[t(おいてのみ未婚者より高い比率を

示している。 ※ 

総理府の調査でも，既婚者は家庭サーピス f買

物・日曜大工・家事など)的余暇活動が多くなり，

家庭指向のものであることを示している。結局，

結婚という生活の変化の結果，余暇活動Kおける

活発きや，広がり，つまり活動意欲の減少の現わ

れであるということができる。

※総理府青少年局「職場K歩けるレクリエ}γ 宮 Yの実

態K関する調査」 昭42.7 P.88 

この現象の原因Kは，伝統や習慣の中にある余

暇活動の展開を制止するような社会的因子，予算

施設などの経済的因子，時間ts:.どの生活構造の因

子が考えられるが，中でも根本となる社会的原因

を除去する教育的努力がなされなければならない

であろう。

居住形態Kついては，第 2図K示す通り，寮・

下宿居住者は未婚者，下宿・ 7パート居住者が既

婚者で，それぞれ 60 '/Jを占めており，諸活動と

の関連パターンもそれK影響されて類似的なもの

となヲており，それが居住形態独自の影響Kよる

結果とはいいがたい。この場合は，他に資料がな

い限り，これを居住形態独自の及ぼす活動パター

ンであるということは危険であり，これ以上の検

討はさし控えておこう。

職種K関しては，これも積極的な内容の活動に

おいて関連はみられなかヲたが， I日曜大工・工

作JI'C技術職が他より高い実施率を示し， Iゴル

フJI飲酒」を通じて，販売・セールス関係が高

い実施率を示しているのは，逃避的傾向(仕事の

内容から)か，或いは交際的性格のものか，の両

方が考えられる。

(2) 生活時間特性と余暇活動

生活時間K関して，その代表的なものである勤

務時間・ 4残業時間・暖眠時間Kついての，各活動

の実施率への関連性を見たが，それらの多少Kか

かわらず，実施率K有意な差は認められなか?た

f第 6表)。

第 5表 基本的特性と余眼活動との関連性

スポーツ自切霞動 趣朱・教劃句活動 鑑賞活動 娯楽的活動 その他の余暇活動

3ミ *' ドゴ 読 絵 日 習 映 音 Jえ 演
可否F J、- 競 碁 喫 外 知 買 て?

ポ ? 画 曜 楽 ポ で 人 ス
7 大 い 会 勝l l チ 輪

人友
コ

ツ }¥〆 楽 工 ツ ‘ン 茶 の 、、、

を ユノ イ 器 . ど
美術 寄 ..1 ;/ 競 将 飲 の 接す 演 工 観 訪

る グ ブP フ 書 奏 作 と 画 展 戦 席 Y コ 馬 棋 庖 酒 問 物 触

道議鑑22←} (+) (+) (→ (ー} (+) ←1 
H (斗 (+) (+) (斗 (ー) (→ (+) (斗 (ー} (+) 

⑮ ③@  ⑪ 任踊 @ I<D<E @ ⑨ 100 (AJ 

職 種 |側 ⑦ ⑦ ③ 

居住形態:⑪自宅 ⑮寮・寄宿舎⑧下宿・アパート
職 種:<:9事務関係⑨技術関係③販売・セールス
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このことから考えられることは，日本人Kとヲ

て余暇が労働時間減少の結果の相対としてはっき

りと析出されるところKまで達したKもかかわら

ず，その時間的拡大が，内容的充実を伴予ていな

い.ということである。量的な余暇は一応，われ

われの前に提示されるκ至うたが，その質的な転

換がなされてはいない。つまり余暇の増大をはヲ

きり認識せず，その余暇を少しでも新しい自己の

活動へとふり向ける態勢が全くできてい沿いこと

を示しているといヲてもよいだろう。

次K土曜日の勤務状態であるが，国民生活審議

会の報告によれば，昭和 50年どろK隔週 2日制l

が実現し，昭和 60年Kは完全週休 2日制が実現

するとしている。との土曜日の休日化は今後の余

暇時間量が大幅に伸びる可能性を示す有力な要因

である。したがって， との土穣日という新しい余

暇の形態の過どし方は非常K重要と念って〈る。

そこで，土曜日の勤務状態が，現在Kおいて(¥l

休日とな予ている者 f隔週休日を含む). (2)半日

勤務の者.(3)平日通りの者の三者の聞の余暇活動

の違いをみた f第 4表中段)。

休日{踊週休日)の者と半日勤務・平日通りの

者との聞でみると.休日の者11.. rスポーツj活
動において件を示しており，逆K喫茶庖において

制を示している。つまり，余暇を多くもっている

と考えられる者が，より少ない余暇しかもってい

ない者K対して. rスポーツJ活動を実施する比

率が低いのであり，また「喫茶庖Jへいく比率が

高くなっている。

同じく，土曜日が休日の者と，土曜日が平日通

りの者との聞では[""スポ ツJVCは有意差は認

められなかったが. [""ドライブJ[""スポーツ観戦J

という活動の実施率Kおいて劣っている。

これらは生活時間の勤務時間などで，その多少

が余暇活動Kつながっていないことと同じ結果を

示すものである。

こうしたことが，今後ますます余暇の増大する

傾向の中Kあって，そのまま放置されておれば，

余暇を苦痛と感じ，本来的な意義はなくなるであ

ろう。それゆえ，職場Kおける休日管理の充実，

余暇教育の充実K解決を見出されるべきであろう。

つぎに，余暇が主要な生活時間である休日 VCお

いて，屋内でそれを過どすか，屋外で過どすかの

男iJVC.余暇活動の実施率比較を行な?たが{第 4

表下段).これKよると，屋外で休日を過してい

る者は 6の活動で屋内において休日を過している

者より実施率が高かった。

それらは[""ポウリングJ[""ドライブJ[""読書」

「映画J[""音楽会・美術展J[""知人・友人の訪問J

であるが，これらは，レクリエージョンとして，

考えることのできる活動である。

先に結婚の項で触れたが，活動範囲を広げるこ

とが余暇生活の活発化K役立つ，ということが，

この結果κよって知ることができる。

第 6表 生活時間と余暇活動との関連性

スポーッ自ザ霞動 趣来・教艶ザ在勤 鑑賞活動 娯楽的活動 その他の余需要活動

スポ ド ゴ 読 絵 日 習 挟 楽音
A 演 司有F J、- 競 碁 喫 外 人知 買

可司F

ポ ウ
画 曜 ポ で A 

7 大 い 会 跡j テ 輪

人菌友
コ

ノレ 楽 工 ツ ‘ン 茶 の 、、、

I I ;/ イ 器 ど 美 寄 .. ン 競 将 飲
演 工 術 観 接

ツグ プ プ 書 奏 作 と 画 展 戦 席 与ノ コ 馬 棋 底 酒 物 触

勤務時間(8時間以I:I'Cヨρて)

残 業(5時間以上について)

睡 眠(8時間以上Kヨρて)

±耀自の毅甑~1担の裁判明君F民邑) {→ (+) 

11 (・隼日対平日邑り) H |←j 

併酌すどし方("q 対 (+) (+) い1 (+) (+) (+) 
通r.;，

(注〕 左の生活時間項目の工印のついたものは.(+)のとき実施率が局い。
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(3) 経済的条件と余暇活動

第 7表に経済的条件と余暇活動との関連Kつい

て示す。

収入Kついてみると，収入の多い方が Iドラ

イブJIボウリングJI映画JIパチンコJI友

人知人の訪問Jという 6活動の実施率Kおいて，

収入の少ない者K劣っている。そして Iゴルフj

「日曜大工・工作JI碁・将棋JI買物Jt'Cおい

ては高くなっている。

しかし，支出の多い者，またレジャー費の多い

者Kついてみていくと，収入の高い者が示してい

る各活動.の関係と全く逆の形になっている。この

ことは，収入の多い者は，年令層が高く，既婚者

であり，それ故t'C.基本的項目との関連の中でみ

た通りの結果を収入の多い者は示すわけである。

つまり，この経済的条件の有利な者，未婚者で

年令層の下位K属する者が，活動範囲の広い，活

発な活動を行なっている，といえる。そして，収

入が多くても，個人支出や，それκ占めるレジャ

ー費の額が小さい既婚者・高年令層は，経済的条

件K左右されて活発な活動をしていない，といえ

る。

こうした，経済的条件の影響を小さくするKは，

低料金の公共施設の設置κその解決の途を見出す

べきであろう。また，このよう K経済的条件K大

きく余暇活動が影響されるという現象は，自然的

環境の少なくなっている大都市Kおいては，今後，

ますます進行していくであろう。

(4) 生活と余暇に関する意識と余暇活動

鯵 8表 K生活と余暇K関する意識と余暇活動と

の関速について示す。

余暇観Kついてみると，余暇を「楽しみ・新し

い結験のためJt'C過どしている，とする者と，余

暇を「仕事の疲労回復のためJIただ漫然と」過

どしている者との間では. I経験・楽しみ」とす

る者の方が IボウリングJI音楽会JI買物J

の実施率Kおいて，高くな?ており，逆t'C. Iド

ライプJIマージャンJt'Cおいて，実施率は低く

なっている。「楽しみ・経験Jと「漫然と」との

聞では I楽しみ・経験Jとして余暇を過どして

いる者の方が. I読書Jの実施率が高く，逆κ

「マージャン」の実施率が低くたっている。しか

し. I楽しみ・経験Jと「疲労回復」のためとす

る者の聞では. IボウリングJI音楽会・美術展J

「買物Jt'Cおいて. I楽しみ・経験Jとする者の

実施率が高くなっているだけで IマージャンJ

Kは関連がない。

このことは，漫然と余暇を過どしている者が，

「マージャンJをそれだけ多くしていること Kな

る。「マージャン」という，射倖的活動の実施は，

決して余暇それ自体を積極的K意義づけようとさ

せる Kは至らない。

また. I疲労回復JのためK余暇を過どすもの

は，娯楽的活動群K属する活動もしないが，積穣

的な活動の実施も低調であることがわかる。

つぎに，余暇指向と収入指向との関係を見てい

第 7表 経済的条件と余暇活動との関連性

スポーツ的活動 趣味・教養的活動 鑑賞活動 娯楽的活動 その他の余暇活動

A ポ ド ゴ 読 絵 日 習 映 楽音
A 演 て， ノ、. 競 碁 喫 外 友 貫 『ミF

ホ. 画 曜 ポ 人 A 

ウ フ 大 い 会 車j テ 輪
で コ

ツ λ〆 楽 工 ツ ジ . 茶 の 知 、、、

を 〉〆 イ 器 ど 美
観
寄 ... ン 競 将 飲

人
接

す 演 工 術 訪
る グ プ フ 書 奏 作 と 画 展 戦 席 ン' コ 馬 棋 底 酒 間 物 触

収 入(袋五史学 (ー) (ー} (+) (+) (→ (斗 (+) (ー} (+) 

支 出(主防賜 (+) (-l (-l (+) (+) (斗 (+) 

ν'9平一費(0.5万円以
上に三いて

(+) (-l (+) (+) (斗 (+) (+) (-l 
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く。余暇を収入ょ b希望する余暇指向型は，そ

の逆の収入指向型よりも， r音楽会・美術展J(tC 
高い実施率を示し， r競輪・競馬!においては低

い実施率を示している。この活動傾向の差異は，

そのまま余暇κ対する評価の違いとなっている。

生活満足度指数の内的項目で rスポーツ」の

実施率K関係しているのは「余暇生活全般J(tC対

する評価である。ここで， r同僚との関係J(tC. 

非常Kよく満足している者が，そうでないものよ

りも， [""マージャン」の実施率が高くなっている

ことに注意しなければならない。対人関係の良さ

が，こうした活動K結びついていることは，それ

だけ，活発な余暇活動を主体とする，集団の発生

が非常に少ないということを示している。

この内的項目に満足度の高い者は，スポーツ的

活動，趣味・教養的活動，鑑賞活動のそれぞれ(tC，

ほとんど帥の関係を示している。

つぎ(tC，外的項目についてみると，まず，給料

という経済的条件に満足度の高い者は，低いもの

に対して， [""パチンヨ」の実施率が低くなってい

る。このことは，先の「収入指向J型の者に「競

輪・競馬」をする者の比率が高か?たことと，同

じ傾向である。つまり，給料K対する満足腐の低

いもの，および，余暇よりも収入を指向するもの

が，こうして「競輪・競馬J[""パチンコJ(tCそれ

ぞれ活動の場を求めることは，経済的条件の不利

な者が活発な余暇活動へと向かうことの可能性の

小さいことを示すものである。

勤務時間に対する満足度の差が[""碁・将棋J

「喫茶庖Jについてのみ関連をもっというこは，

生活時間の項で述べたと同様(tC，それが余暇活動

の内容的充実と関連がうすいことを示している。

これら，内的満足度の合計と外的満足度の合計，

およびそれらの合計と，余暇活動との関連を見て

L、こう。

「スポーツ」との関連で，外的満足庶合計が，

Eの相関を有しており，内的満足度の合計にそれ

がないのは rスポーツj の実施が環境的な，ま

た施設的な側面と大きな相関をもうているという

ことである。これらの指数の合計は，年令との相

関を持つので(内的=0.12，外的=0.12，全体=

0.11， N = 471 ) rゴルフJ(tC正の相関， r映画J

K負の相関をも?ている。

しかし，娯楽的活動，その他の余暇活動群K属

するものと，負の相関をも?ていることは，注目

すべきである。

ここで，この節をまとめると，余暇活動の経験

の必要性が，重要な課関となってくることである。

余暇観の r疲労回復Jr漫然とJという意識

で余暇を過どしている者K対し，また，余暇より

も収入を希望する者，給料K不満をもうている者

κ対して，充分な余暇教育Kより，経験を与え，

新しい別の活動形態を生み出す契機を与えていく

ことが重要である。

5. 余暇活動成立の要因

(ll スポーツ的活動

スポーツ的活動の中で[""スポーツをするJK 

ついてみると，未婚者，低収入という共通的な要

因および生活と余暇K関する意識の中で「余暇活

動全般Jr外的(環境的)条件Jへの満足度が高
いこと，がその実施率K大きな影響を与えている。

土曜日の勤務Kおいて， r半日勤務J[""平日通

り」の者の方が r休日J[""隔週休日」の者より

「スポーツJの実施率が高くなっているが，これ

は「スポーツ」をする要因をなしているというよ

り，むしろ，わが国の社会人Kおいて余暇を積極

的K利用していく態度K欠けていることを示すも

のである。

「ボウリングJは，低年令層，未婚費低収入，

高支出(レジャー費を含めて)の者K多くなされ

るものだが，一方「ゴルフJは逆κ.高年令層，
既婚，高収入，低支出の者K多くなされ，両者は

対称的である。しかし， rゴルフJ(tCは生活と余

暇K関する意識Kおいて，全般的κ高い値を示す

者が多い。つまり「将来性(自己および会社)J 

「同僚との関係J[""生活全般J[""給料Jr職場の
環境J[""外的条件J[""内的条件Jr全体的条件J
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第 8表 生活と余暇に関する意識と余暇活動との関連表

スポーツ榔動趣味・教議開動 鑑賞活動 娯楽的活動 その他の余暇活動

ス >l< ト' ゴ 読 絵 日 習 映 音 ス 演 てず J、-競 碁 喫 外 知 質 て才

ポ 画 曜 楽 ポ
廓j 輪 で

人 ス
ウ . 
ラ . 大 L 、 会 チ . 

友 コ
ツ A〆

楽 工 ツ ジ 茶 。ヲ 人 、、、

を イ 器
. ど 美

観 寄
ン
競
将
飲
(f) 
接L〆 ヤ

す 演 工 術 訪

る グ フ. フ 書 奏 作 と 画 展 戦 席 ン ヨ 馬 棋 庖 酒 問 物 触

余
-楽しみ・鰍ー{護喫空 仔)(斗 制 (斗 (+) 

暇 -楽しみ・経験 漫然と ft-) (斗

観
-楽しみ・経験ー疲労回復 件) 帥 のう

-余暇指向一収入指向 同 (斗

会社の将来性 ω 件)

自己の将来性 (-!i 仔)
内

生 上司との関係

活

満
同僚との関係 仔)帥 (吋

足 的 余暇生活全般 例 制 帥 特) (+.) 

度

5 
生 活 全 般 制 L対 仔)

段 給 料 件) H 
階

評 外
仕事の内容 (刊 件

定 動 務 時 間 ft-) (→ 
尺

度
職場の 環境 付 (吋 (斗

的
職場:1)UIIJ=-ンョ〉佑設 8-う (斗 付

食堂・社宅・その他 (→ 件 H (→ 

内的満足度指数計 肘 件

外的満足度指数計 十+争 件) (→ 付 (斗

全満足度指数討 仔) (斗 判

f注〉 左の項目の・印K属する者は仔)のとき、実施率が高い。満足度Kついては高いもの Kついて

仔)のとき、実施率が高い。
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のそれぞれに高い満足度を示しており，全体的に

保守的(安定的)な傾向を示す傾向の者に. [""ゴ

ルフjはよくなされている。

「ポウリングJ[""ゴルフ」はそれぞれ年令的な

要因が働いているといえよう。

「ドライブ」はとく K勤務時間などと関連を有

すると思われるが，これも「スポーツをするJと

同じく，土曜日の勤務が「平日通り」とする者の

方が「体日」とするものより多くな?ている。

(2) 趣味・教養的活動

後K述べるように「マスコミ接触Jの実施率は

非常K高いが，各特性との聞の関連はーっとして

みられない。これκ対して「読書」はこれも実施

率が非常K高いが，多くの特性と関連性を有して

L 、る。

とく κ生活と余暇K関する意識の項とのつなが

りが多くな予ている。「自己の将来性J[""同僚と

の関係J[""生活全般J[""仕事の内容J[""職場レク

リエー γョン施設J[""内的条件(合計)J [""外的

条件 f合計 )J [""全体的条件」のそれぞれK高い

満足度を示す者の方が実施率が高くなヲているの

であるが，年令・結婚との間κは関係はみられな

い。「読書」は全体的K生活K満足を示す者K特

徴的な活動であるといえよう。

また「絵画・楽器の演奏」の実施率の高いもの

は「余暇生活全般」に高い満足度を示しており，

その因果関係は別として，絵画・楽器演奏のもつ

余暇活動的内容をよく示している。

「日曜大工・工作」は. [""ゴルフJ.後K述べ

る「碁・将棋」とよく似かよっており，高年令層，

既婚，高収入，低支出の者K多くな予ている。

「習いどと一|は実施率そのものが非常K小さく，

また個人的必要に迫られて何かを「習う」という

ことが多いためであろうか各特性との問κ関連は

認められない。

(3) 鑑賞活動

「映画」は低年令層，未婚，低収入，高支出の

者κ多く，また多くの生活と余暇K関する意識の

項で低い満足度を示す者K多い活動である。とく

に「外的条件(合計)J r内的条件(合計)J 
「全体的条件」の 3項目 κ不満を示す層の多いの

は rゴルフj と対称的である。

「音楽会・美術展」では，未婚の者が多くな?

ている。そして余暇を「楽しみ」としてすどして

おり，収入よりも余暇を指向し r生活全般Jv'c 

高い満足度を示す層に多い。余暇を楽しむ態庶で

すどしている層といえよう。

また「スポーツ観戦Jは，生活と余暇K関する

意識の「生活全般Jv'c高い満足度を示す者，に多

くな内ている。

「演劇・寄席Jv'cついては，どの特性とも関連

を認められなかった。

(4) 娯楽的活動

娯楽的活動の中の「マ ジャンJrパチンコJ

「競輪・競馬Jは，余暇活動，とくにレクリエー

ションとして望ましい部類に入るものではない。

これらは他の余暇活動Kと?て代られるべき性格

のものである。ゆえ Kこれらの活動について，そ

れらを実施する対象K特徴的な特性は，マイナス

の意味をもつものとして扱わなければならない。

「マージャンJと「パチンコJをよく実施する

対象Kついてみていくと. r生活と余暇K関する

意識Jで共通して不満を示している。つまり「マ

ージャン」では r外的条件(合計)J • [""パチ

ンコ」では「給料Jrレクリエ ジョン施設j
「食堂・社宅Jなど，外的条件の個々の項目 K不

満を示している。こうした自己をとりまく環境的

条件に対する不満が「マージャンJrパチンコ」

の実施率を高めているのであれば，外的な条件で

あるだけKそれK対する対策も比較的具体化して

考えていくことができる。

また「マージャン」では，余暇を「疲労回復の

ためJrまんぜんと」すどしている者のA方が実施
主義が高くな?ていることが特徴的である。

「競輪・競馬」は，収入の少ないもの，生活の

中で，余暇よりも収入を指向する者κ多くなって

いる。

「碁・将棋Jは，上の 3つの活動とは質的K異
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な?て来る。この活動についていえることは，高

年令層，既婚，高収入，低支出と高年令層K多く

なされることであり， rゴルフJr日曜大工Jと

同じ傾向を示している。

(5) その他の余暇活動

趣味・教養的活動の実施率の高い者は，いずれ

も生活と余暇K関する意識において高い満足療を

示したが， r喫茶庖Jr飲酒JI'Cついては不満層

が高い実施率を示している。この 2活動は，支出

額が高い者に多くなされており.これが年令とい

う要因より比重が大きくなっている。

「訪隠Jは，未婚者，休日 K外出を多くし，収

入の低い者κ多く.活動性 f家庭的な束縛のない

こと)が大きな要因となっている。

「買物」は収入が多く，支出の少ない者，余暇

を「楽しみ・新しい経験Jとして過ごしている者

となる。

「マスコミ JI'Cついては，どの特性とも関連を

もたず，このことは現代社会の中で，新聞・ラジ

オ・テレビはもはや生活の中の一部として定着し

ており，どういった特性をもっ者にとってもその

重量芳文献

傾向があることを示している。

VI. ~とめ

1 余暇活動(レクリエーシ g ン活動)が消極

的な内容となる要因として，結婚という条件があ

る。結婚によって家庭指向的(あるいは無為的)

な余暇活動傾向となる。

2. 生活時間の構造はほとんど余暇の内容を規

定するまでKは至っていない。余暇の存在ないし

増大が，それと対応する余暇活動の内容的充実を

伴なっていないといえる。

3. 支出普賢の多い層が余暇活動K比較的活発な

結果を示している。
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度を示す者は.積極的な余暇活動を実施する傾向

Kある。
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地域にbける体育・スポーツ振興の計画化:

に関する研究(第二報)

一一一市民スポーツ・クラブの組織化一一

贋天堂大学 斉 藤 定 雄

本研究は、地域において体育・スポーツ振興を

はかるための方策を科学的に追及しようとするも

のである。すでに第}報で、研究のフィールドで

ある習志野市について、市民の生活構造と生活意

識についての調査の全貌を報告した。今回は、こ

れを基礎に市民スポーツのラプの組織化の実験結

果を紹介し、課題について考えてみることにした

b、。

1 体育の日における実験的研究

第一報(前号)で報告した習志野市の基礎調

査および余暇利用調査をもととして、とれが実

際活動を提供した場合どう反応するか、その実

体を把握するために第 1団体育の日に実験的な

プログラムを実施した。

実験項目としては、イ、情報ルート Information

route 口、誘致距離と時間 ハ、参加者および

その集団関係 ニ、種目別志向の状態などにつ

いてである。

との反応から、スポーツ活動に、対する今後の

方向と可能性を検討することとした。

①実験の計画

昭和 41年 10月 10日第 1固体育の日を

実験の日と定め、次の方法でスポーツの集い

の案内をi行念った。

まず、この催しは、市教委と順天堂大学と

の共催の形式をとる。参加制限は設けずもち

ろん無料とする。会場は願天堂とし指導には

順天堂大学の教員・学生があたる。実施種目
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は表 4に示す 11種目とし、時間は午前 9時

より、午前の部、午後の部と区分し午後4時

終了とする。これを案内状に記載した。

実験群は次の 2群である。 1群は、余暇利

用調査対象者 1，2 7 0名、 2群は会場より直

線距離 1回以内にある小学校 1、保育所 3に

園児、児童を通学させている家族約 1，9 0 0 

世帯についてである。

1群には、郵送により参加の有無、参加種

目、重量加人員、不参加の場合はその理由など

について返信を求め、 2群tこは、園児、児童

に携行させた案内を通じて家族に参加を呼び

かけるという方法をとった。また、この催し

は、 2大新聞の地方版に掲載されたためイン

フォーメーションは三つのルートから行なわ

れたことになる。

1群の結果は次のごとく、回答率 21 %、全

体からの参加率 4.5%、回答数からみた、参

加数は 21. 5私であった。この内訳は次に示

す通りである。

A.調査対象者 1. 2 7 0 

B .発送数 1， 2 5 7通(卒業による学

生の減少) 返送率 0/B7.9% 

o .返送数 9 9通(移転、死亡、

結婚) 回答率 D /B  2 1.1 % 

D.回答数 2 6 5通

参加率 E /B  4. 5 % 

E .参加回答 5 7通 E/D  2 1.5% 

② 参加数および参加者面接調査

参加者は当日受付に記録されたもので合計

530名、 15才以下 24 9名、 16才以上



表1. r体育の日の集い jに関する情報ルート

情 報 Jl〆 一 ト 農漁 自営 事務

郵送による案内による 10 

児童小学生を通じて 14 

近隣の人のさそい 2 

家族、友人のさそい 1 6 8 

職場仲間のさそい

新時をみて 2 

通りがかったので 3 

その他、子供のつきそい 1 3 

計 2 9 39 

% 0.9 4.4 19.0 

281名であ勺た。この 16才以上の 281

名に対して、実験項目にもとづく面接調査を

実施した。その有効票は 205であったの

③ 情報の入手

ここに参加した人はどんなルートで情報を

得たか、との結果が、表 1である。これをみ

ると、郵送を別に考えれば、職業や地位によ

って情報の入手がいくつかの型K分れてくるよ

うであるついうまでも念〈情報はマスメディアや人

を媒介として広がるわけであるが、児童を通

じてのルートでは、まずその親に伝えられ、そと

を起点としてさそいかりが行念われる傾向を示

す。 ζのルートは事務職、主婦K多いとみられる。

とれK対して人を媒介とした2次的入手、つま

り友人や仲間のさそいかけtてよるというケー

スが多いのが自営業・管理業・学生・生徒左

どである。新聞は意外K少念かった。との結

果を総合すると、人のさそいKよって、とい

う二次的入手が一番多く、合せると 37 %程

度K達している。ついで児童を通じての一次

的な入手ルート、叫、で新聞という順位である。

④ 誘致距離

誘致距離は居住地からの直線距離で調べた

ととろ、 3kmを境として誠少の傾向がみられ

るのやはり多いのは 1回以内ということにな

っている(表 2)。したがって、 1kmを趨え

ると参加者は 2分の 1程度に減るというとと

管理

5 

7 

9 

2 

2 

2 

27 

13.2 

販売 労務 主婦 学担鵠E 計 % 

1 2 8 13 39 19.0 

4 2 24 9 60 29.4 

3 4 9 4.3 

3 3 27 57 27.8 

1 2 5 24 

1 1 6 12 5.9 

1 3 1 8 3.9 

1 1 2 5 15 7.3 

15 7 45 61 205 100.0 

7.3 3.4 220 29.8 100.0 

が明らかになった。勿論これは交通事情にも

影響されるととろが大きいと恩われる。

表 2. 会場までの直線距障

⑤ 会場までの交適時間

会場までの時聞は、 30分以内において

9 0 %以上が含まれ、 10分以内ですでに60

誌を超え'る。これはインフォーメーションの

範囲とも関係するが、居住と近接した施設の

必要を示している。(表 3) 

表 3. 会場までの時間

⑥ 種目別参加数

受付数は 53 0名であったが、種目別に重量

加した延人員は、 660名で、 13 0名が 2

種目以上にわたって、午前あるいは午後に移

動しながら参加している。郵送による回答か

らの参加予定者は 244名であった(表 4)。

体力診断テストは、 20才以上という制限を

設けたが、希望者が 20 0名を超え、そのうち

の125名だけが実施できたほどで希望が多い。
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表 4. 種目別参加数

よ史 参加申込み数
当日参加数

(郵送の分)

陸 上競技 1 6 9 3 

体 操 3 0 1 6 

7 J之 3 0 6 0 

柔 道 2 1 5 

パスケ y ト 9 1 0 

バレーポール 2 6 4 0 

卓 球 2 8 7 0 

フォークダンス 5 4 150  

バドミントン 1 5 4 3 

サ y カ ー 1 8 

体力 診断 1 4 125  

不 明 1 5 3 0 

見 学 4 

計 244  660  

以上、われわれは、習志野市の生活構造を

・軸とする基礎調査において、市民には潜在的

スポーツ参与層のあること、およびその市民

はスポーツ活動へ強い志向を示しているとい

う知見を得、さらに、第 1団体育の日の実験

からその顕在化を試み、いくつかの実験的調

査から、スポーツ活動の必要とその可能性の

予測を得ることができた。

z 市民スポーツ・クラブの結成

ここまで述べてきた調査および実験的研究結

果から、市教委の賛同を得て大学との共催によ

り、スポーツ・クラブを結成することとし、そ

の要綱を新聞の折込みとして 26， 0 0 0枚余り

を各家庭に配布し、その申し込みを受付けた。

要綱には次のようなクラブ編成、実施種目、

階級の区別を示し、実施日を土、日とし、実施

場所には大学の諸施設を用い、指導は体育の日

の方式とこれK体育指導委員を加えることと

した。

A .クラプ編成

1 児童クラブ 6才-12才男女
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2 少年クラブA 1 2才-14才男女

3. 少年クラブB

4. 青年クラブ

5. 壮年クラブ

B .階級

初級

中級

上級

o .実施貝

士、日曜日

D .種目

1 5才-1 8才男女

1 9才-3 0才男女

3 0才以上男女

体操、陸上競技、バレーポール、テェス、

卓球、パスクッ人サァカ一、柔道、剣道、

体力づくり、その他遊蛾‘フォークダンス、

レクリエーション

E .鍵康管理

体力診断、運動能力測定、心臓機能測定

① 加入者と重量加者の割合(参加率)

要綱は昭和 42年 9月 2 8日の 3大新聞の

朝刊とともに市内全域に配布され、 1週間後

の 10月 8日(日)に第 1回スポーツ日を行

なった。当日までの受付の状況は次表の通り

であった。すなわち、種目からみるとテ=ス、

事珠休力づくりに集中し、年令の広がりは、

6才から 64才までにおよび、合計 264名

の申込者があった。この数は要綱の配布から

みると 1~もである。

これに対して、実際に当日参加した会員は、

212名で、参加率は 80 %と高率であった。

さらに第 2回スポーツ日には、入会者 393

名と増加し、うち 305名が参加し、参加率

7 7.6 %という結果を得、同時に実施した14

才以下の少年に対する体力診断テストには、

会員 156人中 114人、 73 %が参加して

いる。これをみると、参加率が 70誌を超え

極めて高い値を示している。

⑨ 参加者の動向

クラブの加入者は、スポーツ日の囲を重ね

る毎t二泊加し、 43年 3月現在男子 37 7名
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表 5. 加入者の年令

4-5才 6-1 1 12-14 1 5-18 19-30 31-72 計

男 28 87 45 69 63 8 5 377 

女 1 0 2 6 1 9 2 1 5 1 67 194 

計 38 113 64 90 114 1 5 2 57 1 

% 6.7 1 9.8 1 1.1 1 5.8 20.0 26.6 1 0 0.0 

表 6. 職業・地位別

幼児 件性 中学生 高健主 大型主
会社
公務

男 38 107 4 5 1 6 5 1 0 1 

女 1 0 26 1 9 7 。3 5 
計 48 1 33 64 2 3 5 136 

% 8.4 23.3 1 1.2 4.0 0.9 23.8 

女子 19 4名、計 57 1名に達している。そ

の年令別状態は、 6才以上と制限したにもか

かわらず、 4、 5才までも加入し、最高 72 

才におよんでいる。比率は、小学生と 30才

以上の壮年層に偏る傾向を示し(表 5)、と

れを職業別にみると(表 6)の通り、小学生、

会社公務員、主婦、自営業まどの割合が高い。

参加の状態からみると、子供とその親という

家族の参加が多い実績から、世帯主、主婦、

その子供という、より市民的なクラブ構成と

なっている。

<参加会員数の変化>

表 7 種目別

自営業

46 

22 

6 8 

1 1. 9 

団体
教員 主婦 無職 計

職員
5 4 。1 0 377 
。 2 7 1 2 194 

5 6 7 1 1 2 571 

0.9 1.1 12.4 2.1 1 0 0."1) 

結成以来 4年を経過した参加会員数の変化は

前の表 7、 8の通りであるが、次第に増加の

傾向にある。

表 8 年令別

み実芝 42.10 43. 3 43. 5 45. 3 46. 7 
四- 5 38 2 4 . 2 1 36 

6-11 80 1 1 3 309 308 336 

1 2角-14 76 64 39 55 67 

15-18 77 90 2 2 29 9 

19-30 98 1 1 4 36 72 41 

31- 62 152 5 2 1 0 1 5 6 

T 393 5 7 1 482 586 575 

つご子主主 42.10 43. 5 4512 46. 7 
③ 参加者の生活状況とスポーツ意識

1体 操 30 69 

2陸 上 3 6 1 4 

3.バレーポール 1 6 4 1 

4.軟式テエス 5 7 
136 

5.硬式テニス 2 1 

6.卓 球 5 1 1 5 

7パ Jえケ y ト 1 3 1 0 

8.サ y カー 2 1 1 3 

9.柔 道 1 7 108 

1 O.剣 道 30 79 

1 1体力づくり 43 53 

393 482 

7 9 

20 

5 2 

7 1 

2 3 

1 4 

1 3 

1 3 

1 1 9 

9 4 

60 

5 58 

85 

21 

3 7 

55 

20 

1 7 

5 

1 1 

106 

114 

1 04 

57 5 
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参加者の蛾業構成は、子供とホワイトカラ

ー層、主婦を中心としている。したがって、

生活の時間帯からみると休日のスポーツ活動

を可能とする人の集団である。しかし、第一報

で示したように、生活意識としては、 「ひま

がないので只ポーツができないjとしている

が、参加者は、休日に「やるべき仕事を早め

にすませ」て参加し、また「参加することに

よって生活時間にケジメがつく Jrスポーツ

参加のために前日から時間のやりくりをするj



など時聞をコントロールすることによ q て参

加を可能としている傾向がみられる。

家族形態は、親と子の核家族が 86 %を占

め、複合家族は僅か 10 %である。

居住関係、では、個人所有家族 45 %、団地

居住者が 36 %を占めている。

これらの点を綜合すると、いわゆる近代家

族形態においてスポーツ志向が高〈、しかも

それは家族主義的な傾向のもとで家族会員に

およぶという方向性をもっていると考えられ

る。また核家族はこれをもっていると考えら

れる。また核家族はこれを可能としていると

恩われる。

したがって、多加者の分類では表 9の通り

個人多加の 61誌に対して 39 % tt.家族成員

の集団重量加の形態が現われている。

表呪 会員の家族内地位と参加の形態

参加する目的では、表 10の通り、自身で

は、スポーツを楽しむタイプ、保健体力的志

向のタイプ、レジャータイプと分れるが、保

健的志向が圧倒的である。

子供に対しては、体育的志向で参加させる

のが殆んどで、技術志向は 18協であるのな

かに 24誌の親が、スポーツによって「しつ

けJを求めているととも注目之べきであろ

う。(表 11)この結果からいえることは、

自発的参加の形態では明確な体育的関心と目

的意識のもとで重量加しているということであ

る。

④ 参加の効果

このような目的に対しての効果を調べた結

果では、スポーツタイプとして、 『技術の上

達に楽しさを覚え、スポーツの面白味を会得

した」といい、保健的タイプでは、 「体調が

よく念 b、体力がつく、ストレス解消に役立
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つ、気分爽快な日曜が送れる、気分転換によ

いJなどとしている。

また社会的効果の点では「前日早く帰宅す

るようになったので、家族に喜ばれる」とい

う会社員や、 「子供の態度がきちんとしてき

た、体育がすきになったようだ、クラブに行

くのが楽しみで勉強にも張りがでたようだJ

など、親もその効果を認めてきている。

表 10. どんな目的で参加している

一自分自身について

身 健 ス 運 ス 体 余 そ
体 康 ポ 動 ポ カ 暇
を を 不 づ 利 の 計
強 保 ツ 足 ツ く 用
く て〉 を を を り 他

す 習 補 楽
る う う し

む

% 11.7 83 1.6:7 250 283 33 6:7 011000 

表 11.子供に対してはどんな目的をもつか

身 身 技 し A 悪 た 体
体 体 能 てコ ポ し、 !:: 育
づ を を け 遊 な を
く 鍍 学 を ツ び ん す
り え ば し で カミ と き 計
る せ て 遊 ら な
る も ば 遠 く さ
ら せ ぎ せ
う る {ナ る

る

.ヲb 11.8 353 17.6 235 。。。11.8 100D 

⑤ 参加者の誘致距離一時間的、空間的広域化、

参加者の時間と空間の広がタをクラプ結成

の初期と最近で比較したのが、表 12、 13 

であるが、参加者の会場までの距離は、拡大

し、時間は延長の傾向を示している。

とれは、つぎの結果と符合している。それ

は、年を経ることによって、参加成員が広域

化し、初期は習志野市民、なかでも施設の周

辺の人の参加から、現在では隣接の船橋市か

ら東京まで距離が延びていることである'0



誘致距離 % 

表 12.

k冬き 42.10 
-1岡 44.8 

《町2 25.2 

内 -3 25.7 

内-4 5.8 

4回以上 0.5 

100.0 

46.7 

20.7 

24.3 

36.5 

9.8 

8.7 

100.0 

時間各

表 13.

おぞ
- 5分

-10 

-15 

-20 

内-30 

-40 

40分~

⑥ クラブ成員の構造

41.10 

39.0 7.8 

22.0 20.& I 

9.3 23.1 

15.1 16.4 

11.7 23.3 

1.9 6.7 

1.0 2.1 

100.0 100.0 

表 14は、昭和 46年 7月現在の成員を入

会年別にみたものである。

現在数 575名中、 3年以上継続参加して

いるもの 33 %、 2年継続 35%、今年度入

会 3 2誌で、この結果からみると約 30 %程

度が新入会員で、 70%程度が経験者という

2重構造を示している。

とれば、この種のクラブ運営上のーつの問

題と、その複雑さを示している。

表 14. クラブ成員の構成 (S. 46年7月)

孟母竺 44年 45年 46年 T現在数|
以前

5 8 8 20 

6 18 18 12 48 

7 26 21 24 71 I 

8 18 34 24 76 

9 15 17 22 54 

1 0 22 33 18 73 

1 1 10 21 1 3 44 

1 2 20 7 2 29 

1 3 12 8 5 25 

1 4 7 1 5 13 

15-20 8 2 7 17 

21-25 9 3 9 21 

26-30 2 3 7 12 

31-35 5 7 6 18 

36-40 3 7 10 20 

41- 5 1 1 3 18 

T 188 1 0 1 186 575 

4も 32.7 35.0 32.3 100.0 
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との研究の意図は、体育施策の計画化の必

要を実証的背景において提示し、その条件を

整理するととにある。そのためには、まず地

域における市民のための体育施策とその必要

性を明らかにしなければならない。しかし体

育施策の必要は理念として考えられても顕在

しているわけではない。こ Lに実証的な調査

や実験が要求されてくる。

われわれは、この調査、実験的方法によ勺

て、体育施策を期待する地域住民の側から、

その必要と活動の可能性を求めてきた。しか

も、その必要と可能性を生活構造概念を主軸

として生活の枠組との関連で捕えた。

しかし、この意図はまだ充分に果されてい

るとはいえない。だが、この研究の中間的な

経過時点でもいくつかの条件を導き出すこと

は可能であろう。

1つは、最近の体育やスポーツへの参与の

形態が、個人から家族への集団的 pattern

の方向へ進みつ Lあることであるの

つい.で、体育施策における広域行政化の必

要である。これは施設の数(量)と配置と関

連するが、地域の社会構造とも関連をもっと

考えられる。

また、親の子供に対する教育的関心による

子供のスポーツ参加の増加がある。この点は、

現在の学校体育との関係および将来について

の大きな問題点をも提示している。

さらに、施設の配置と構造についてみると

誘致距離では 3kmを最長とし、施設はこれ以

内に地域を分割包含することが必要である。

したがって、今後の体育施設は、余りに競

技会場的な形態から、子供や主婦や大人とい

った利用者の多様性に対応した形態へと変革

され念ければなら念い。同時に、これら未熟、

未経験な市民にも体育、スポーッ活動を創造

する指導者が準備されなければならないのは

いうまでもない。

特にとの研究で重視していることは、地域



住民の生活様式や社会構造から、体育施策を

求めている人の質と量を読みとる(数量化)

ことである。これは、体育における地域診断

ともいうべきもので社会体育計画においても

最も必要な手法と考えている。この点は今後

の課題である。
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FUNDAMENTAL RESEARCH ON RECREATION EDUCATION 

FOR SECONDARY SCHOOL 

Takao Asada， Akio Kataoka， Eiko Hironaka (Tokyo Kyoiku Universi七y)
Mitsugu Kawaguchi (Yokohama Nationa1 Universi材)

Takeshi Yamaichi， Masanori Soji (First Metropo1itan Cornmercia1 High 
Schoo1) 

Takeo Takahashi (Osaka University) 

This report is uponもhesurvey on the recreation acもivitiesandもhe

concepts of sporもsfor the pupi1s of secondary schoo1 in Tokyo， as the 

firsも sもepもohave fundamen七a1vision for promoting recreaもioneduca-

もion. The resu1ts are found as fo11ows. 

(1) In weekday，もhepupi1s have few chanceもop1ay physica1 

recreaもionacもiviもies. They passもheirもimestudying or 

waもching七e1evisionafter schoo1. Butもheyconsiderab1y 

enjoy recreation activities in ho1iday and vacaもion.

(2) Excepももheschoo1 program，もheyhave li杭 1earea， program， 

or c1ub service for sports in cornmuniも，y.

(3) Onもhe0もherhand， they regard sports， main physica1 

recrea七ionac七iviもies，as seriousもhanp1easant. 

Onもhewho1e，もheyhave poor recreaもionactivities. Hereafter sporもs

and outdoor activiもieswhich are p1anned and practiced wiもhfellow 

shou1d be promoted. And iも isnecessa玖y七odeve10p the project for rec-

reaもioneducation， which shou1d beもakencharge of schoo1， communiもyand 

f細 i1y. Especia11y，もeachershou1d p1ay a 1eading pa吋 in七heprojecも

in Japan. 
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ANALYSIS OF THE IMAGE FOR RECREATION AND GAMES 

四乱 caseof recreation 1eaders， H Labor Union -

KAZUTOSHI T組組ASHI(Tokai University) 

The purpose of this sもudywasもofind もheimportanも meaningsin image 

affecもedもoone's recreaもionbehavior， as measured byも，heWor1d Associa-

もionTesも， exisもedamong 30 ma1e recreation 1eaders and 30 fema1es rec-

reation 1eaders (from 19 years oldもo25 years old) inもheH Labor Union. 

All subjecも weregiven two designated words， recreation and game， for 

each two minutes. 

Some ofもhefindings from the ana1ysis 1ed七othe conclusion as fo1-

1ows: 

(1) The 1arge number of acもivityresponses were revea1ed in抱 eimage 

for recreaもion. It wou1d be suggesもedもhaも se1ectionof recrea-

tion acもiviもiescou1d be one ofもheimporもanも e1emenもsin recrea-

tion behavior. 

(2) Significant differences were found be七weenthe group of pysica1 

andもab1eg創nesandもhegroup of gamb1e minded and socia1 games. 

More various responses were revea1ed inもhe1aもergroup， boもh

ma1es and fema1es. 

(3) Fema1e recreation 1eaders seemed to be affecもedfrom many environ-

menもa1factors in game siもuaもionscompared wiもhma1e recreaもion

1eaders. 

(4) Most ofもherecreation 1eaders were imaging recreaもionas group 

recreaもion.

(5) Ma1e recreation 1eaders were intended to image也 egames as phys四

ca1 and gamb1e-minded games， contraryもosocia1 games in fema1e 

recreaもion1eaders 
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A STUDY ON RECREATION LEADERS 

-Their consciousness and realiもiesonもhe

basis of disオI:，inc七ionsof sex and generaもion

This paper aもtemptsto investigaもerecreation-leaders， emphasizing 

upon consciousness and realiもiesonもhebasis of distinctions of sex and 

generation， and makes some preliminary suggesもionsabouももheimplications 

for the ideal way of recreaもionleaders. 

Summary 

As for presen七-dayrecreaもionleaders，もhefollowing conclusions were 

suggested: 

1. Mos七ofもhemwere dissaもisfiedwiもhもheirown abiliもyof 

coaching， regardless of sex and generation; 

2. Wiもhouも dis七inctionof sex， the elder genera七ionhaveもhemore 

coaching items of meriも;

3. As forもhenature forもheleaders， mos七ofもhem，regardless of 

sex and generaもion， laid stress on healもh，cooperation， humour， 

liveliness， e七c.; 

4. 30ダ1， of拍 em，regardless of sex and generation， desiredもobe a 

professional leader， 30ダ1， a volunteer， andもherest 40タbo拍 of

them; 

5. 70% ofもhem，regardless of sex and generation， had some worries， 

もhemosも ofwhich was of recrea.むionもheory.
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SURVEY ON THE LEISURE BEHAVIOR AND CONCEPT OF 

LEI釦阻 IN THE BIG INDUSTRIES (Parも. 2) 

SHINSHIRO EBACHI， SHINJI MORINO， MASARU lKEDA 

(SCHOOL OF EDUCATION， UNlVERSITY OF TOロ0)

Leisure time acもivitiesand concepも of1eisure of workers in the big 

industries were ana1yzed in re1aもionもotheir 1iving condiもions，econom司

ica1 5もatusa且dtheir past experienced in the co11eges and universiもies.

Fo11owing findings were revea1ed as fo11ows: 

1) Sもaもusof marriage inf1uenceもoもheir1eisureもimeactiviもies.

2) There is no grea七 significantre1aもionbeもween1eisure time acもiv-

iもiesand amount of 1eisureもimein case of this survey. 

3) Amount of money spended for 1eisure has greaも significanも factors

ofもheir1eisure time activiもies.

4) There is high co-re1ation beも，ween1iving environmenも andacもive

1eisureもimeacもiviもies.
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A CASE-STUDY ON RESEARCH PROJECT IN PLANNING 

OF PROMOTlVE PROGRAM OF SPORTS 

釧D PHYSICAL EDUCATION IN A CO附凶工TY:(Par七 2)

SADAO SAITO (JUNTENDO UNlVERSITY) 

The presenも investigaもionhas been underもakenas an aももempももoco11ec七

もhebasic informations forもhep1anning of a rationa1 programもomeetもhe

needs and demands of genera1 citizens for sports and physica1 educa七ion.

An experimenta1 program was conducもedmaking the sports faci1iもiesof 

the university avai1ab1eもothe citizens， fo11owing a study onもhecom-
posi批 onof 1ife pattern in七hecommuni七y (Part 1). The methods of study 

emp10yed wereもhoseof socio1ogica1 survey. 

The main七hemeof もhisresearch is もos七udyon paももernof ciもizens'

participationもothe experimenta1 program provided. 

Resu1もs:

An experimenもa1program was provided offering the faci1ities of もhe

universiもymade avai1ab1e to the pub1ic. The fo11owing resu1ts were ob-

served: 

(1) The citizens 1iving inもhehomes provided byもhehousing projec七

of the ci七yshowed greaもerdemands for parもicipa七ionthan did the 

ciもizens1iving in privaもeand 0もherresidences. 

(2) The participants are mosも1ychi1dren and their paren七s. Conse-

quenも1y，もhegroup becomes bi-mode1 in iもscons七iもution.

(3) Aもrendwas observed七haももhedisもancefromもheresidence of七he

participanもsもothe sports faci1iもYis an imporもanも facもorin par-

もicipation. 3 km. seemed to beもhecriもica1disもance.

(4) Approximaもe1y30 mirr凶 eswas considered as a criもica1もimewhich 

is required for a parもicipantもocomeもoもheprogram. Marked de-

crease of parもicipantswas observed beyondもhiscritica1 time. 

(5) The mora1e of拍 eparもicipantsis very sensitiveもothe infl田 nce

ofもhe1eader. 

(6) The need for physica1 educaもionis very much dependent uponもhe

もheexpecもaもionofも.heparenもsp1aced on七hechi1dren. 

Fromもheobservations as 1isted above， a considerab1e sJ.lggestions and 
informations were obtained forもhefuture p1arrning ofもhephysica1 

educaもionprograms in a community. 
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